




 

序     文 

 
1993 年、地下水に基準値以上の砒素が発見されて以来、バングラデシュ人民共和国（以下、「バン

グラデシュ国」）は、深刻化する砒素汚染に対し緊急緩和措置を講じるとともに、2004 年に国家砒素

緩和政策および実行計画を採択し、砒素対策を進めてきました。わが国は、2002 年から 2004 年にか

けて、アジア砒素ネットワーク（AAN）と連携し、バングラデシュ西部のジョソール県シャシャ郡

にて、開発パートナー事業「移動砒素センタープロジェクト」を実施し、安全な飲料水の供給、住民

の啓発、砒素患者の特定等に取り組みました。 
上記支援を踏まえ、バングラデシュ国政府は、安全な飲料水の供給や砒素中毒患者対策に加え、住

民の十分な理解と中央・地方政府関係機関を巻き込んだ持続的な砒素汚染対策の仕組みづくりに資す

る技術協力プロジェクトの実施をわが国政府に要請し、同要請を受けて本プロジェクトが開始される

こととなりました。 
本プロジェクトは行政機関の支援を受けつつ、住民が主体となった持続可能な砒素汚染対策が実施

されることを目的として、2005 年 12 月から 3 年間のプロジェクトとして開始されました。地方行政

農村開発協同組合省地方行政局（LGD）をカウンターパート機関とし、住民による砒素汚染対策の

実施能力向上、砒素対策委員会による砒素対策活動の調整、代替水源設置及び維持管理に関する技術

支援、砒素中毒患者の健康管理、砒素対策の知見蓄積に資する活動を行ってきました。 
今般の終了時評価調査は、プロジェクト終了まで約 6 ヶ月となった段階で、バングラデシュ政府関

係機関とともに活動実績の確認や目標達成度の評価を行うことを目的として、2008 年 7 月に実施し

ました。本報告書は、調査団の調査・評価結果を取りまとめたもので、今後のプロジェクトの実施に

活用されることを願うものであります。 
終わりに、本調査にご協力とご支援をいただいた内外の関係者の方々に対し、心からの感謝の意を

表します。 
 
平成 20 年 8 月 
 
 

独立行政法人 国際協力機構 

バングラデシュ事務所長 

萱島 信子
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第1章 終了時評価調査概要 

1－1 背景 
バングラデシュ国（以下「バ」国）においては、1993 年に地下水の砒素汚染が発見された後、ス

クリーニング調査を実施した井戸水の 29％が飲料水基準（0.05mg/l）を超える砒素を含んでいる事が

明らかになった。現在では、全国にある 469 郡のうち 270 郡が砒素汚染地域とされ、凡そ 3000 万人

の人々が砒素に汚染された水の影響を受けていると言われている。 

「バ」国政府は当該汚染地域において、これまでドナーと共に緊急砒素緩和措置を講じるとともに、

2004 年には「国家砒素緩和政策」および同「実行計画」を採択したが、これまでに設置された代替

水源は限られており、安全な飲料水の供給は引き続き大きな課題となっている。 

「バ」国の南西部に位置するジョソール県においても 29.2％の浅井戸が砒素に汚染されている。

JICA は、同県を含む西部 3 県において開発調査「砒素汚染地域地下水開発計画調査」（1999 年-2002
年）を実施し、同地域の砒素汚染状況を明らかにした他、アジア砒素ネットワークと共に、同県シャ

シャ郡において開発パートナー事業（2002 年-2004 年）を実施した。同開発パートナー事業では、対

象地域における代替水源設置活動及び砒素患者特定等の成果を挙げたものの、同郡及びジョソール県

他郡で安全な水及び砒素中毒軽減のニーズは依然高く、砒素に関する住民の不十分な知識と行政の不

十分な関与等課題は多く残されていた。このため、同開発パートナー事業の成果を踏まえ、対象範囲

を拡大するとともに、行政機関の支援を受けつつ、住民が主体となった持続可能な砒素汚染対策が実

施されることを目標として、技術協力プロジェクト（PROTECO）「持続的砒素汚染対策プロジェク

ト」が開始された。 

本プロジェクトは、地方行政局（LDG）をカウンターパート（C/P）機関として、2005 年 12 月よ

り 3 年間の予定で実施されており、現在、9 分野の日本人専門家（総括、副総括、代替水源設置、地

方行政の組織作り、住民参加・啓発、水文地質、水質モニタリング、社会配慮、業務調整等）を派遣

中である。 

今回の調査は、本プロジェクトの協力が 2008 年 12 月に終了するにあたり、「バ」側と合同でこれ

までのプロジェクト活動全般に対する終了時評価を行うために実施する。  

なお、JICA は、対「バ」国援助方針、「バ」国政策、協力実績・計画を踏まえ、2006 年度に当該

分野における日本の協力を「バ」国「砒素汚染対策プログラム」として整理しており、2008 年 1 月

には本プログラムに対するプログラム評価調査が実施されている。 

1－2 調査団派遣の目的 
（1）これまで実施した活動にかかる投入実績、活動実績、計画達成度の確認 
（2）評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）による評価 
（3）今後の支援方針にかかる関係機関との協議及び合意形成 
（4）評価・協議結果の取りまとめ 
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1－3 調査団の構成と調査期間 

 
2008 年 6 月 27 日（金）～2008 年 7 月 15 日（火） 

   藤原団員 浅井団員 国包団員 

6月27日 金 1 成田発、バンコク泊   

6月28日 土 2 昼：ダッカ着   

6月29日 日 3 
午前：JICA事務所表敬、打ち合わせ 
午後：地方自治省表敬、評価参加C/Pとの

打合せ 
  

6月30日 月 4 午前：ジョソールへ移動 
午後：現地調査   

7月1日 火 5 全日：現地調査   

7月2日 水 6 全日：現地調査   

7月3日 木 7 午前：現地調査 
午後：ダッカへ移動   

7月4日 金 8 団内打合せ（TV会議）   

7月5日 土 9 データ整理   

7月6日 日 10 関係者インタビュー   

7月7日 月 11 全日：合同評価案作成   

7月8日 火 12 全日：合同評価案作成 成田発 
夜：ダッカ着

 

7月9日 水 13 全日：合同評価案作成  成田発 
夜：ダッカ着

7月10日 木 14 午前：JICA事務所表敬、団内打合せ、ERD表敬 
午後：プロジェクトダイレクター・専門家との打合せ 

7月11日 金 15 全日：合同評価案作成   

7月12日 土 16 全日：合同評価案作成、プロジェクト側の内容確認  

7月13日 日 17 
午前：合同評価案最終化 
午後：ステアリングコミッティ、M/M署名
夕方：JICA事務所報告 

 夜：ダッカ発

7月14日 月 18 午前：大使館報告 
夜：ダッカ発  成田着 

7月15日 火 19 成田着   

担当分野 氏 名 所 属 

総括 長 英一郎 JICAバングラデシュ事務所 次長 

水道行政 国包 章一 静岡県立大学環境科学研究所 教授 

評価管理 浅井 誠 JICA地球環境部水資源防災G 職員 

評価計画 武士俣 明子 JICAバングラデシュ事務所 所員 

評価分析 藤原 洋二郎 株式会社 タスクアソシエーツ 
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1－4 対象プロジェクトの概要 
（1）案件名 ： バングラデシュ国持続的砒素汚染対策プロジェクト 
（2）協力期間 ： 2005 年 12 月～2008 年 12 月（3 年間） 
（3）協力概算額 ： 3 億 9 千万円（平成 20 年度現在） 
（4）上位目標  

プロジェクト対象郡で、砒素汚染飲料水による健康被害が防止・改善される。 
ジョソール県において、砒素対策実施に関する地方行政機関の能力が強化される。 

（5）プロジェクト目標  
行政機関の支援を受けつつ、住民が主体となった持続可能な砒素汚染対策が実施される。 

（6）成果 
1）住民による砒素汚染対策の実施能力が向上する。 
2）砒素対策委員会により砒素対策活動が調整される。 
3）公衆衛生局（DPHE）により、砒素対策委員会の決定に基づき建設され、代替水源の設置

及び維持管理に関する技術支援がなされる。 
4）医療関係者（郡病院）により砒素中毒患者の健康状態が管理される。 
5）本プロジェクトによる砒素対策取り組みにかかる教訓を関係者で共有し、バングラデシュ

における砒素対策の知見蓄積に資する。
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第2章 評価の方法 

2－1 評価のデザインと実施方法 
本調査では、「JICA 事業評価ガイドライン（改訂版）」に基づいて、（1）プロジェクトの当初計画

と活動実績、計画達成状況を Project Design Matrix（PDM）を用いて確認し、（2）評価 5 項目（妥当

性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）によって評価分析を行い、（3）提言と教訓を抽出し

た。評価に用いた PDM は、R/D 署名時のものであり、現在まで変更はない。情報収集・分析は、評

価グリッドに取りまとめた評価設問に回答を与える作業を通じて実施した。計画達成状況及び 5 項目

評価については、「非常に高い」、「高い」、「相当である」、「十分ではない」の 4 段階評価を行った。 

本調査は、R/D に従い「バ」国との合同調査として実施された。2008 年 6 月 30 日～2008 年 7 月 3
日まで合同で現地調査を行うとともに、十分な協議を経て Joint Review Report を作成した。「バ」側

の評価メンバーは以下のとおりである。 

氏名 役職 

Mr. Syed Belal Haidar Senior Assistant Secretary, LGD 

Dr. Abdul Hye Deputy Civil Surgeon, Jessore District 

Mr. Abdus Shahid Executive Engineer, DPHE Jessore 

2－2 評価項目 
R/D、PDM、その他プロジェクト関係文書に基づき評価項目を検討し、プロジェクトの実績及び実

施プロセス並びに評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）に関して、評価

設問として評価グリッドに取りまとめた（詳細は別添資料「評価グリッド」を参照）。 

2－3 データ収集方法 
（1）文献資料調査 

R/D、事前評価調査・実施協議報告書、業務実施計画書、業務実施報告書、中間評価報告書、

フォローアップ調査報告書、Interim Report、バングラデシュ砒素汚染対策プログラム評価報告

書、プロジェクト作成資料等から必要な情報を収集した。 

（2）質問票による調査 
JICA 専門家、プロジェクト・スタッフに質問票を配布し回答を得た。カウンターパートに

ついては口頭で回答を得た。 

（3）インタビュー調査 
カウンターパート（C/P）、JICA 専門家、プロジェクト・スタッフ、ユニオン砒素対策委員

会のメンバー、利用者組合のメンバー等に対し、個別・グループインタビューを行った（別添

資料「主要面談者リスト」を参照）。 

（4）プロジェクト活動の視察 
ジョソール県内のプロジェクト・オフィス、関係行政機関のオフィス、代替水源施設の設置・

維持管理状況、砒素中毒患者の健康管理状況等の視察を行った。
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第3章 評価結果 

3－1 プロジェクトの実績（投入、活動） 
（1）投入実績 

1）日本側投入 
専門家派遣 
日本側専門家の投入実績は以下のとおりである。 

担当業務 差 理由

総括 9.20MM
砒素中毒患者対策は専門性を要する業務が2年次目
までに終了し、3年次目より（2MM)総括が保健分野の
調整を行った。

副総括 -7.20MM
団内の調整により、総括と副総括の業務期間の変更
を行った。全体の業務期間は変わらない。

調整員 2.00MM
調整員業務が当初の予定より多かったため、業務期
間を延長した。

地方行政の組織作り -2.03MM

住民参加・啓発 1.40MM

代替水源設置 0.17MM 当初の予定とほぼ変わらない。

地下水を利用した代替水源開発 -0.17MM 当初の予定とほぼ変わらない。

表層水を利用した代替水源開発 -0.17MM 当初の予定とほぼ変わらない。

水文地質 0.30MM 当初の予定とほぼ変わらない

水質モニタリング 1.80MM
水質モニタリングシステムの構築の重視し、投入期間
を増した。

砒素中毒患者対策 -3.00MM
2年次までに専門性を要する業務を終了し、一方で高
度な調整力が求められるようになったため、3年次目
より総括が本業務を兼任した。

社会配慮 -0.14MM 当初の予定とほぼ変わらない

合計 2.16MM

2.50MM 2.36MM

146.83MM 148.99MM

6.50MM 8.30MM

5.00MM 2.00MM

1.00MM 0.83MM

5.00MM 5.30MM

20.83MM 21.00MM

1.00MM 0.83MM

24.00MM 21.97MM 地方行政強化および組織作りは前半滞りなく進み、
中盤から地方行政機関による啓発にかかる業務が
増えたため、地方行政の組織作りの業務期間の一部
を住民参加・啓発に振り替えた。25.00MM 26.40MM

26.00MM 18.80MM

20.67MM 22.67MM

計画 実績

9.33MM 18.53MM

 

 
この他に、日本側投入によりバングラデシュ人のプロジェクト・スタッフを業務従事者

として 48 人（506.40MM）、業務補助員として 22 人（125.96MM）雇用している。 
 

機材供与 
パソコン 13 台（内 6 台は C/P 用）、プリンター12 台（C/P 用 6 台）、コピー機 1 台、モー

ターサイクル 11 台（C/P 用 5 台）、自転車 20 台、原子吸光用エアコンプレッサー1 台、ビ

デオカメラ 1 台、デジタルカメラ 1 台、エアコン１台を投入した。これ以外にパソコン、

家具、エアコンなどの機材を開発パートナー事業より引き継いでいる。 
各年度の供与機材額は、以下のとおりである。 

                                                                    （単位：円） 

 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 

供与機材額 8,849,000 2,111,000 139,000 104,700

 

 

を



 3-2

現地業務費 
代替水源設置を含む、プロジェクト運営費及びトレーニング費として、現地業務費の支

出は以下のとおりである。 
                                   （単位：円） 

 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 

プロジェクト運営費 5,584,000 28,250,000 47,639,000 42,718,772

トレーニング費 － 2,557,000 195,000 －

合計 5,584,000 30,807,000 47,834,000 42,718,772

 
代替水源の設置実績は、以下のとおりである。 

                             （2008 年 7 月 8 日現在） 

代替水源 既設置数 合計設置予定数 

Pipe Water Supply System（PWSS） － 2 基 

Pond Sand Filter（PSF） 30 基 53 基 

ダグウエル 17 基 33 基 

深井戸 19 基 22 基 

Arsenic Iron Removal Plant（AIRP） 29 基 41 基 

 
研修員受入 
研修員の本邦受入実績は、以下のとおりである。 
 

 

 

2）バングラデシュ側投入 
カウンターパート配置 
「バ」側カウンターパートは以下の 37 ポストに対して、延べ 58 人が配置された（詳細

は M/M の ANNEX V “LIST OF BANGLADESH COUNTERPART AND ADMINISTRATIVE 
PERSONNEL”を参照）。 

 

組織名 役職 
1. Local Government Division, Ministry of 
Local Government, Rural Development & 
Co-operatives 

 Deputy Secretary（Water Supply） 

2. Deputy Commissioner’s Office  Deputy Commissioner, Jessore 
 Deputy Director Local Government, Jessore 

研修名 受講者氏名 役職 実施年度 

Arsenic Mitigation 
Policy 

Mr. Shafiqul Islam Deputy Secretary（Water 
Supply）, LGD 

2006 

Sustainable Arsenic 
Mitigation 

Md. Abual Hossain Deputy Commissioner, 
Jessore 

2007 
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3. Department of Public Health Engineering  Superintending Engineer, Ground Water 
Exploration & Development Circle, Dhaka 

 Executive Engineer, Jessore 
 Sub Assistant Engineer, Sharsha 
 Sub Assistant Engineer, Chowgacha 

4. Directorate of Health Services  Deputy Program Manager（Arsenic）, DGHS
 Civil Surgeon, Jessore 
 Upazila Health & Family Planning Officer 

（UH&FPO）, Sharsha 
 UH&FPO, Chowgacha 

5. Upazila Arsenic Mitigation Committees  Upazila Nirbahi Officer（UNO）, Sharsha 
 UNO, Chowgacha 

6. Union Arsenic Mitigation Committees  Union Parishad（UP）Chairman 
（Total 22 Union and 2 Municipality） 

 

土地・施設 
ジョソール県 DPHE オフィスにプロジェクト本部を設置している。ジョソール県 DC オ

フィスにもプロジェクト・オフィスを設置し、県との連絡・調整を行っている。その他、

チョーガチャ郡 DPHE オフィス、シャシャ郡 DPHE オフィスにプロジェクト現場オフィス

を設置している。 
 

ローカルコスト負担 
「バ」側の経費負担は、以下のとおりである。尚、年度は「バ」国会計年度による。 

                                  （単位：タカ） 

 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 

関連部局 50,000 56,000 80,000 80,000

文具 40,000 25,000 55,000 55,000

電気代 30,000 48,000 140,000 140,000

予備費 280,000 171,000 125,000 125,000

合計 400,000 300,000 400,000 400,000

 
この他に、代替水源設置においては、設置費の 10％が受益者負担として住民により支出

された。 
 

（2）活動実績 
本プロジェクトでは、①住民の能力向上、②砒素対策委員会の調整能力の向上、③代替水源

設置に係る技術支援、④砒素中毒患者に対する支援、⑤知見の共有に関して、精力的な活動が

行われてきた。これらの活動は、一貫して「行政機関の支援を受けつつ」、「住民が主体となっ

た」持続可能な砒素汚染対策というプロジェクト目標に即して実施されている。また、必要に

応じて、水質検査体制の強化、代替水源の開発、評価とモニタリングにも取り組んだ。ほとん

どの活動が目標達成率 100％であり、概ね計画通りに活動が実施された。それぞれの活動実績
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は以下のとおりである。 

① 住民による砒素汚染対策の実施能力が向上する。 
 

①－1 住民参加型砒素汚染対策ガイドラインを作成する。 
 プロジェクト開始当初にガイドラインのドラフト案を作成し、それをもとにフィール

ドレベルの活動を進めてきた。カウンターパートらと協議のうえ修正し、テーマ別レ

ポートが作成されている。プロジェクト終了時までに、広く関係者の利用に供するた

めに住民参加型砒素汚染対策ハンドブックとして編纂する予定であり、プロジェクト

終了時までの活動課題の 1 つである。 
 

①－2 啓発活動を実施する。 
 ターゲット・エリア内における代替水源設置を目指した啓発活動 
代替水源を設置する地域（ターゲット・エリア）においては、PRA 手法による住民

参加型パラ砒素汚染地図作りを 196 回（シャシャ郡 91 回、チョーガチャ郡 105 回）、

パラ・ミーティングを 194 回（シャシャ郡 91 回、チョーガチャ郡 103 回）、代替水源

見学会 5 回、ビデオ上映プログラム 27 回を実施した。本活動の目標達成率は 100％
である。 

 砒素対策委員会による啓発支援 
ユニオン AMC フリップチャート・オリエンテーション 17 回（目標達成率 70.8%）、

砒素啓発ラリー12 回（目標達成率 57.1％）、砒素フェアを 8 回（目標達成率 80％）実

施した。15 ユニオンで啓発看板を設置した（目標達成率 62.5％）。 
 ターゲット・エリア外の一般啓発 
チョーガチャ郡でローカル NGO によるフリップチャートプログラムを 4,922 回、委

託 NGO への研修を 4 回実施した。（シャシャ郡では開発パートナー事業で一般啓発

活動をおこなったので、このプログラムは行わなかった）。一般啓発のためのポスタ

ーおよびステッカーを作成し、砒素対策委員会を通じて両郡に配布した（ポスターシ

ャシャ郡 2,000、チョーガチャ郡 2,000 枚、ステッカーシャシャ郡 85,000、チョーガ

チャ郡 50,000 枚）。本活動の目標達成率は 100％である。 
 

①－3 利用者組合を結成する。 
 これまでに、目標数 151 組合に対して、150 の組合（シャシャ郡 78、チョーガチャ郡

72）が結成された。 
 

①－4 利用者負担金が集まった組合で代替水源を建設する。 
 これまでに、結成された 150 の組合全てが銀行口座を開設した。 
 これまでに、結成された 150 の組合全てが利用者負担金徴収を完了した。 
 建設した設備のハンドオーバーを前に、利用者組合メンバーと利用者に対する研修を

実施している。これまでに、利用者組合マネジメント・トレーニングを 126 組合（目

標達成率 84.0％、シャシャ郡 61、チョーガチャ郡 65）で、利用者組合メンテナンス・



 3-5

モニタリング・トレーニングを 33 組合（目標達成率 21.7％、シャシャ郡 5、チョー

ガチャ郡 28）で実施した。ホルタル（ゼネスト）等の影響により、代替水源の設置

が遅れており、それに伴い利用者組合メンテナンス・モニタリング・トレーニングの

達成率が低くなっている。 
 

本プロジェクトにおいて、コミュニティのモチベーション向上は最も重要な活動の 1
つであるが、その全体像は以下のようにまとめられる。 

 

Ward AMC

Information & Communication Campaign
Giving information about arsenic problem by flipchart

1. PRA Program
Making the Contamination & social map

Ward AMC
Planning of Para meeting

2. Para meeting
SWD selection and number

with AMC member

3. UC Formation
4. User share collection

・Making user list
・Open bank account

Ward AMC

DPHE

Notice of SWD

Application

AMC

Report of 
Contribution

Notice
of 

Approval

Flow of Community Motivation

5. UC Management Training
6. M&M Training

Submit SWD 
monthly report

Ward AMC
Monitoring of SWD 
condition by report

 

（出所：プロジェクト作成プレゼンテーション資料） 
 

② 砒素汚染対策委員会により砒素汚染対策活動が調整される。 
 

②－1 県、郡、ユニオン、ワードレベルの砒素汚染対策委員会に対してトレーニングを

行う。 
 これまでに啓発研修（Self-reliance training)、砒素対策基礎研修（オリエンテーション）、

代替水源維持管理研修をターゲット・エリアの全ての砒素対策委員会に実施した。目

標達成率は 100％である。現在、安全な水供給に関するマネジメント研修と経験交流

プログラムを実施中である。 
 

②－2 代替水源施設の建設・修繕に係る申請プロセスを作る。 
 プロジェクトがユニオン AMC や郡 AMC と作成した｢代替水源建設の申請・承認制

度」は 2006 年 3 月に、「代替水源の修繕の申請・承認制度」は 2006 年 12 月に、県

AMC で承認された。この制度にそって代替水源建設の手続きを進めたあと、改良点

をもりこんだ｢代替水源建設の申請・承認制度」修正案が、2007 年７月の県 AMC で
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承認された。その後も、カウンターパートとの間でシステムの見直しを継続して行い、

申請システムの簡略化とユニオンのかかわりを強める視点から、ユニオン主導による

代替水源建設を検討し、2007 年 11 月の郡 AMC、県 AMC で、パイロット的にユニオ

ン主導の入札、建設を実施することが承認された。これを受けて 2007 年 12 月から、

シャシャ郡バガチャラ・ユニオンと、チョーガチャ郡ジョガディシプール・ユニオン

で代替水源建設のための入札が実施された。ジョガディシプール・ユニオンでは 3
基の代替水源が建設されたが、バガチャラ・ユニオンでは制度上の問題から応札業者

がなかったため、DPHE が入札、建設をおこなった。 
 
以下に代替水源建設の申請・承認制度のフローチャートを示す。ユニオンに建設予算が

ある場合のパターンもあり、その他、簡素化のための検討が行われている。 
 

Application-Approval System for
Safe Water Supply 

Planning
(Union Wise)

Approval  
(Union Plan)

Application
(based on para 

map)

Operation & 
Maintenance

Order

Villagers
Supported 

by Ward AMC

Union AMC

Upazila AMC

Feasibility
Survey

DPHE

Construction

Instruction of
UC Formation

Request for 
Constructio

n 

Provision 
of

SWD

Report

Handover

User Committee 
Formation

User Share Collection

Planning
(Union Wise)

Approval  
(Union Plan)

Application
(based on para 

map)

Operation & 
Maintenance

Order

Villagers
Supported 

by Ward AMC

Union AMC

Upazila AMC

Feasibility
Survey

DPHE

Construction

Instruction of
UC Formation

Request for 
Constructio

n 

Provision 
of

SWD

Report

Handover

User Committee 
Formation

User Share Collection
 

（出所：プロジェクト作成プレゼンテーション資料） 
 

②－3 県、郡、ユニオン、ワードレベルの砒素対策委員会を開催する。 
 これまでに、ワード砒素対策委員会 316 回（シャシャ郡 159、チョーガチャ郡 157）、
ユニオン砒素対策委員会 237 回（シャシャ郡 95、チョーガチャ郡 142）、郡砒素委員

会 53 回（シャシャ郡 28、チョーガチャ郡 25）、県砒素委員会 9 回、それぞれ開催さ

れている。なお、県砒素対策委員会に関しては、2008 年 4 月から持続性を考慮し、

別委員会ではなく、毎月の県合同調整開発会議の中で砒素問題に関して議論されるよ

うにした。対象 AMC は、ワード AMC についてはチョーガチャ郡 15、シャシャ郡

18 である。ユニオン AMC については、チョーガチャ郡 9、シャシャ郡 6 である。郡

レベル、県レベルでは各 1AMC である。対象地域（砒素汚染率 60％以上）のワード
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AMC は 2 ヶ月に 1 回、ユニオンと郡 AMC は毎月 1 回の定期開催を目標にしてきた。

本活動の目標達成率は、チョーガチャ郡 AMC の 93％以外は、100％以上となってい

る。 
 

②－4 代替水源設置及び医療活動を含む砒素対策活動の調整・計画の仕組みづくり。 
 すべての代替水源設置に関し、住民からの申請がワード、ユニオン AMC を経て郡

AMC にあげられ、郡 AMC が DPHE の事前適性調査の結果を受けて、建設の可否を

決定している。毎月のユニオン AMC および郡 AMC では、対象地域の砒素対策活動

の進捗状況の確認や調整がおこなわれている。また 2007 年 12 月、郡にワーキンググ

ループが結成された。郡のワーキンググループは、プロジェクト終了後、これまでプ

ロジェクトが担ってきた役割を引継ぎ、地域の砒素問題解決に向けてイニシアチブを

執っていくことが期待されている。これまでに 6 回の会議と両郡合同でのワークショ

ップが開催された。特に 2008 年 3 月に実施されたワークショップでは、住民と地方

行政をどうやってつなぐか、をテーマに討論が交わされた。より実効性のあるワード

AMCにしていくために利用者組合の代表をワードAMCメンバーの中に含めること、

利用者組合から出されるマンスリーレポートに対してユニオンが重点的にモニタリ

ングしていくことなどが決められた。 
 医療活動に関しては、2006 年度から郡 AMC、県 AMC で、砒素中毒患者のための薬

購入について討議し、シャシャ、チョーガチャ両郡で、郡の ADP（Annual Development 
Programme）予算から薬が購入され、患者に配布されるようになった。この成果を踏

まえて、2008 年１月 1４日に政府の ADP 予算の支出項目に砒素中毒患者の薬購入を

明記することが決定され、全国で同様の仕組みによる砒素中毒患者のための薬購入が

可能になった。既にその政府通達を受け取ったチャパイナバブゴンジ県では、郡調整

会議を経て、同地域で確認された砒素中毒患者のための薬購入を決議し実施している。 
 

③ 公衆衛生局（DPHE）により、砒素対策委員会の決定に基づき水源の設置及び維持管理に

関する技術支援がなされる。 
 
③－1 DPHE 職員に代替水源に関するトレーニングを行う。 

 これまでに、水文地質基礎トレーニング、広域適性調査トレーニング、個別適性調査

トレーニング、代替水源建設トレーニング、家庭用砒素除去装置トレーニング、深井

戸シーリング工法トレーニング、メンテナンス・モニタリング TOT トレーニング、

テクニカル・リフレッシュ・トレーニング、ローカルミストリ・トレーニングを実施

した。本活動の目標達成率は 100％である。 
 

③－2 代替水源設置の事前調査を実施する。 
 これまでに、341 ヶ所（シャシャ郡 180、チョーガチャ郡 161）の水源の個別適性調

査が実施された（調査実施中のものを含む）。このうち 162 ヶ所（シャシャ郡 84、チ

ョーガチャ郡 78）が適性と判断された。本活動の目標達成率は 100％である。 
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③－3 代替水源建設を指導する。 
 代替水源建設を計画している 151 利用者組合（シャシャ 79、チョーガチャ 72）の代

替水源のうち 95 基（シャシャ 40、チョーガチャ 55）がこれまでに完成した。ホルタ

ル（ゼネスト）等の影響で、代替水源建設は若干遅れている。現在、49 基（シャシ

ャ 14、チョーガチャ 35）が建設中であり、7 基（シャシャ 4、チョーガチャ 3）の入

札の手続きが進んでいる。なお、23 基のポンド・サンド・フィルター（PSF）では、

水源の池の掘り直しが進んでいる。工事を終了した代替水源を点検したところ、半数

以上に水漏れ等何らかの問題が見つかったので、今後業者に指示して修理を行うこと

になっている。 
 

③－4 利用者組合及び建設業者に代替水源に関するトレーニングを行う。 
 建設業者に対する代替水源建設トレーニング 

DPHE による建設業者に対する代替水源建設のトレーニングが 2006 年 11 月 27 日に

実施され、39 の業者が参加した。本活動の目標達成率は 100%である。 
 利用者組合に対するメンテナンス・モニタリング・トレーニング 

DPHE による利用者組合に対するメンテナンス・モニタリング・トレーニングは、6
月までに 33 組合に対して実施された。代替水源建設の遅れに伴い、目標達成率は

21.7％と低くなっている。 
 建設業者に対するメンテナンス・モニタリング・トレーニング 

2008 年 2 月より、DPHE によるローカルミストリ（地元の職人）に対するトレーニ

ングを 15 ユニオンで実施した（目標達成率 63％）。 
 

④ 医療関係者（郡病院）により砒素中毒患者の健康状態が管理される。 
 

④－1 医療及び保健従事者に対しトレーニングを行う。 
 これまでに、2 郡あわせて医師に７回（目標達成率 117％）、保健従事者に 6 回（目標

達成率 100％）のトレーニングをおこなっている。 
 

④－2 患者の確認を行う。 
 ヘルス・アシスタントによる疑わしい患者の発見 
ヘルス・アシスタントによって、これまでに 2,134 人（シャシャ郡 834 人、チョーガ

チャ郡 1,300 人）の疑わしい患者が発見された。 
 郡 Upazila Health Complex (UHC)医師による砒素中毒患者確認 
郡 UHC 医師によって、これまでに 1,300 人（シャシャ郡 470 人、チョーガチャ郡 830
人）の砒素中毒患者が確認された。このうち 159 人が重症と判定され、すでに確認患

者のうち 14 人がなくなった。登録された全ての砒素中毒患者に対しヘルスカードを

配布した。ヘルス・アシスタントへの質問票調査を行ったフォローアップ調査による

と、ヘルス・アシスタントが砒素中毒患者を確認したとする回答数は、2006 年のベ

ースライン調査時にはチョーガチャ郡で 120 人、シャシャ郡で 12 人に対し、2008 年

のフォローアップ調査時には、チョーガチャ郡で 1,336 人、シャシャ郡で 666 人とな
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っている。同一患者に対する重複回答の可能性はあるが、患者確認の精度が上がって

いると推測される。 
 

④－3 郡病院に砒素中毒患者のデータを管理する。 
 両郡 UHC で全ての砒素中毒患者のデータをコンピューターに入力している。 

 

④－4 砒素中毒患者に適切な指導をする。 
 患者のフォローアップ  
確認された砒素中毒患者のうち 1,244 人（登録患者数に対し 96％）が、2 度以上病院

（またはサブ・ヘルスセンター）を訪れ、医師による診察を受けた。必要な患者には、

郡病院が購入した抗酸化剤（ビタミン A,E&C）とプロジェクトが購入した角化症治

療の軟膏を投与した。 
 重症患者への治療指導 
これまでに 30 人が郡病院、県病院、ジョソールおよびダッカの私立病院で治療を受

けた。治療費の 10%を患者が負担し、残り 90%をアジア砒素ネットワークが支援し

ている。 
 

砒素中毒患者のマネジメント・システムでは、Health Assistant（HA）が村々の巡回指導

の際に砒素中毒が疑われる住人に Reference slip を配布し、同住人は Reference slip を持っ

て UHC を訪れると砒素中毒について診察を受けることができる。砒素中毒と確認されれ

ば登録されるとともに、ヘルスカードが支給され、定期的に健康記録を付けてフォローア

ップを行うことになっている。定期的なフォローアップを確保するために、砒素中毒患者

は UHC を訪れると薬の支給を無料で受けることとしている。 

with reference slip

Health Complex

reference slip

Patient registry
Diagnosis & treatment
Data base system

Suspected patient HAHA

Arsenicosis Patient Management

 

（出所：プロジェクト作成プレゼンテーション資料） 
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⑤ 本プロジェクトによる砒素対策取り組みにかかる教訓を関係者で共有し、バングラデシュ

における砒素対策の知見蓄積に資する。 
 

⑤－1 年 1 回地方自治局主催の Joint Coordination Committee（JCC）ミーティングを開催

する。 
 第 3 回運営委員会を 2008 年 2 月 18 日に開催した。すでに 2006 年 1 月と 2007 年 1
月にも開催し、プロジェクト終了前に第 4 回を予定している。PDM 上では、JCC と

記載されているが、R/D では、Project Steering Committee となっており、現地ではス

テアリング・コミッティと呼称している。 
 

⑤－2 報告書を作成し関係機関に配布する。 
 これまでに、5 種のプロジェクトレポート、2008 年 1 月に中間報告書（Interim report）
を発行配布した。今後、3 種のプロジェクトレポートのほか、ハンドブック、最終報

告書を発行する予定である。 
 

⑤－3 成果をワークショップ等で発表する。 
 2008 年 1 月 8 日にダッカで中間報告会を開催し、プロジェクトの概要、進捗、成果

を報告し討議した。同年 1 月 24 日と 25 日にチョーガチャ郡で世界銀行 WSP 主催に

よる Horizontal Learning Program の現地見学とワークショップを行った。Horizontal 
Learning Program に関するワークショップには、これまで 4 回、経験交流プログラム

には 6 回参加している。その結果、4 郡（タラシュ、チャパイナバブゴンジ、ラジャ

ルハット、シャムナゴール）で本プロジェクトの成果が取り入れられ、ユニオンによ

る砒素検査、PSF への塩素添加、ADP 予算からの患者への薬購入などがすでに実施

されている。ほかに、ジョソールでワークショップを 2 回、ダッカで 2 回開催してい

る。今後、医療ワークショップ（ダッカ）、最終セミナー、ジョソールワークショッ

プ、帰国後の報告会を予定している。 
 

水質検査体制の強化 
 プロジェクトのラボラトリーで、個別適性調査および代替水源建設後の水質検査を実

施している。 
 ユニオン評議会（UP）がフィールドキットを使って砒素検査を行うシステムを作り、

シャシャ郡とチョーガチャ郡の全22ユニオンと2ポルシャバでトレーニングを行い、

井戸水の砒素検査を実施している。 
 これまでの検査実施数は 3,669 件（シャシャ 1,333、チョーガチャ 2,336）で、結果は、

基準以下 2,317 件（シャシャ 981、チョーガチャ 1,336）、基準を超えるものは 1,352
件（シャシャ 352、チョーガチャ 1,000）で、測定した井戸水の 36％が基準を超えて

いた。 
 利用者組合による代替水源の利用状況に関する月例報告書をUPに提出するモニタリ

ング・システムが導入され、UP によるモニタリングが実施されている。 
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代替水源の開発 
 シャシャ郡カイバ・ユニオンに設置した小型砒素除去フィルターの性能実験を実施し

た。 
 チョーガチャ郡 DPHE オフィス敷地に掘削した 3 つの池で、シーリングポンドの性

能を調べるための浸透実験を行った。 
 ジョソール県 DPHE 敷地内の池の水を使って小型バイオフィルタレーションの性能

実験を行った。 
 

評価とモニタリング 
 4 種のベースライン調査（住民の意識、AMC の活動、DPHE スタッフの技術、ヘル

スワーカーの認識）に対応するフォローアップ調査を 2008 年 4 月-5 月に行い、報告

書をまとめた。 
 プロジェクト活動に係るモニタリング調査（パラ・ミーティング、ユニオン議長、住

民の認識度、ワード AMC の活動、住民の水質管理、砒素検査プログラム改善、利用

者組合リーダーの理解度等）を行った。 
 必要に応じて、パイプ給水施設建設予定地の社会・経済状況調査、既設の KRK パイ

プ給水施設の問題点、重症患者の社会・経済状況調査等を行った。 

3－2 プロジェクトの達成状況（成果達成度、目標達成度） 
（1）成果の達成度 

各アウトプットの指標に対する達成状況は、以下のとおりであり、各アウトプットは概ね達

成されたといえる。 

アウトプット 1：住民による砒素汚染対策の実施能力が向上する。 
 
利用者組合に対するメンテナンス・モニタリング研修はやや遅れているものの、それ以

外では住民の意識が大きく向上し、代替水源の設置、利用者組合の運営も円滑に行われて

いる。したがって、アウトプット１の達成度は「非常に高い」といえる。 

（指標 1）村人が砒素による健康被害を理解する。 

フォローアップ調査によると、村人が挙げることができた砒素中毒症状の総回答数が、シ

ャシャ郡のプロジェクト対象調査村で 32％、チョーガチャ郡で 14％増加している。プロジ

ェクト対象となっていない村では 13％の減少であった。UHC で砒素中毒患者への支援を得

られると認識している村人は 31％から 88％に増加している。ビタミン摂取による対砒素中

毒効果についての認識は、1％から 19％に増加している。村人があげることができた代替水

源の総回答数は、シャシャ郡で 32％、チョーガチャ郡で 35％増加している。プロジェクト

対象となっていない村では 2％の減少であった。AMC に関する認知度は、ベースライン調

査時のチョーガチャ郡で 2％、シャシャ郡で 23％からフォローアップ調査時の 90％に増加

している。安全な飲料水の飲用は、チョーガチャ郡で 13％から 43％に、シャシャ郡で 56％
から 68％に増加している。この他、砒素ラリー、砒素フェアに村人が述べ 180,000 人以上

参加しており、村人の砒素による健康被害への理解は高まっているといえる。 
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（指標２）利用者組合が継続的に運営される。 

パラ・ミーティングの開催を中心とする手続きに則り、151 の設置予定代替水源に対し、150
の利用者組合が形成されている。代替水源が設置された利用者組合を対象に、126 組合に対

し組合マネジメント研修を実施した。一方、メンテナンス・モニタリング研修は 33 組合に

対する実施と達成率が低いが、代替水源設置の遅れによるものと考えられる。ハンドオー

バーを行った利用者組合では、定期的に利用者世帯から利用料を徴収し、メンテナンスを

行っている。 

（指標３）全ての代替水源設備が砒素対策委員会を通じて利用者負担金とともに申請され

る。 

参加型手法を用い、住民らが自らの希望に基づき AMC を通じて申請を行った。有効申請数

165 件（2008 年 2 月 14 日現在）について全てこのとおり実施された。利用者負担金は 100％
完納されている。 

 

アウトプット 2：砒素対策委員会により砒素対策活動が調整される。 
 

砒素対策委員会は定期的に会議を開催するとともに、住民の申請に基づき代替水源設置

を円滑かつ適切に設置している。したがって、アウトプット 2 の達成度は「非常に高い」

といえる。 

（指標１）全ての代替水源施設の設置場所と種類が住民の申請に基づき砒素対策委員会に

より決定される。 

165の代替水源の設置申請に対して 150の申請がAMCsにより所定の手続きに従って承認さ

れた。利用者負担金の完納は住民の理解に負うところが大きく、AMCs は、特に、住民の理

解の向上及び代替水源建設費の住民負担分の徴収に際して調整機能を果たした。シャシャ

郡の PWSS 設置においては、UNO 自ら調整を行った。ベースライン調査時には、AMCs の
役割を知らなかったり、回答できなかったりした AMC メンバーがいたが、フォローアップ

調査時には、全員が何らかの回答ができるようになっている。 

（指標２）効率砒素汚染対策地域の 50％以上の砒素対策委員会が定期的に開催される。 

対象 AMC は、ワード AMC についてはチョーガチャ郡 15、シャシャ郡 18 である。ユニオ

ン AMC については、チョーガチャ郡 9、シャシャ郡 6 である。郡レベル、県レベルでは各

１AMC である。対象地域（砒素汚染率 60％以上）のワード AMC は 2 ヶ月に 1 回、ユニオ

ンと郡 AMC は毎月 1 回の定期開催を目標にしてきた。6 月までに、各レベルの AMCs は、

は、チョーガチャ郡 AMC（目標回数に対する達成率 93% ）以外、全て目標開催数以上の

会議を開催した。 
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アウトプット 3：公衆衛生局（DPHE）により、砒素対策委員会の決定に基づき水源の設置

及び維持管理に関する技術支援がなされる。 
 

DPHE による技術支援体制は整ってきている。ただし、代替水源を設置してからの運転

期間が短く、今のところ大きな故障等の問題は生じていないため、長期的な本システムの

運用上の課題は、今後も継続的に確認していく必要がある。したがって、アウトプット 3
の達成度は「高い」と評価する。 

（指標１）設置された全ての代替水源施設が DPHE の技術支援のもとに建設される。 

DPHE 職員に対する 8 種類の研修を実施した。DPHE 職員は、建設業者に代替水源建設、維

持管理に関するトレーニングを実施した。全ての代替水源が DPHE の技術支援のもとに建

設されている。ベースライン調査時には、郡の Sub Assistant Engineer、メカニックは水文地

質学を理解していると回答していなかったが、フォローアップ調査時には、全員が同知識

を回答することができている。代替水源の構造とメカニズムについても、全員が回答でき

るようになった。 

（指標２）全ての利用者組合が新規に設置された代替水源の維持管理に関するトレーニン

グを受ける。 

DPHE は利用者組合に対するメンテナンス・モニタリング研修を 33 組合に対し実施してい

る。ホルタル（ゼネスト）等の影響により代替水源の設置が遅れており、トレーニングの

実施も遅れが生じている。プロジェクト期間中には全トレーニングを終了する予定である。

（指標３）利用者組合により要請された技術支援への対応が増加する。 

利用者組合が毎月水源の状況をユニオン AMCs に報告し、技術的問題があるときは、ユニ

オン AMCs から DPHE に技術支援を要請するシステムを構築した。一連の代替水源設置の

手続きを通して人的関係も構築されており、支援体制が整ってきていると考えられる。ま

た、地元の職人に対し、24 ユニオンの目標に対して、15 ユニオンで代替水源の修繕及び維

持管理に関するトレーニングを実施しており、村レベルの問題に対する技術支援の工夫例

といえる。 

 

アウトプット 4：医療関係者（郡病院）により砒素中毒患者の健康状態が管理される。 
 

砒素中毒患者の発見・確認・フォローアップのシステムが確立されており、ヘルスカー

ドにより砒素中毒患者の健康状態が管理されている。したがって、アウトプット 4 の達成

度は「非常に高い」といえる。 

（指標）医療関係者により健康管理指導を受けた砒素中毒患者が増加する。 

砒素中毒患者の発見・確認・フォローアップのシステムを確立し、1,300 人が砒素中毒患者

として登録された。砒素中毒患者 1,244 人（96％）が 2 度以上郡病院（またはヘルスセンタ

ー）を訪れて、医師による診断・投薬・治療の指導を受けた。医師の指導を受けた 30 人の

重症患者が、郡病院、県病院、ダッカの私立病院で入院・手術等の治療を受けた。フォロ

ーアップ調査によると、調査対象 Health worker72 名中、6 名が食物による砒素中毒の可能

性に言及している。ビタミン摂取の効果についての言及は、24 人から 57 人に増加している。
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AMC に対する認知度は、30％から 90％に増加している。67％の Health worker が各 AMC か

らの協力を要請したと回答している。代替水源に対する認知度は 50％増加している。全て

の Health worker がトレーニングを受講しており、砒素中毒症状を的確に説明できるように

なった。ベースライン調査時には、40％の Health Assistant（HA）が患者の Upazila Health 
Complex（UHC）へのレファレンス・システムの必要性を認識していたが、フォローアップ

調査時には、全ての HA が UHC に取り次ぐと回答している。医療関係者の砒素中毒に対す

る知識及び活動の向上が認められる。 

 

アウトプット 5：本プロジェクトによる砒素対策取り組みに係る教訓を関係者で共有し、

バングラデシュにおける砒素対策の知見蓄積に資する。 
 

プロジェクトでは、以下のとおり広報活動に努めており、例えば、Horizontal Learning 
Program のグッド・プラクティスに選出される等、その成果は高く評価されている。した

がって、アウトプット 5 の達成度は「非常に高い」といえる。 

（指標）プロジェクトの成果を知る砒素対策関係者が増加する。 

ワークショップ 4 回（ジョソール 2 回、ダッカ 2 回）と中間報告会（ダッカ）を開催した。

世銀 Water and Sanitation Program（WSP）が組織する Horizontal Learning Program においてグ

ッド・プラクティスに選出され、ワークショップに 4 回、経験交流プログラムに 6 回参加

している。その結果、4 郡（タラシュ、チャパイナパブゴンジ、ラジャルハット、シャムナ

ゴール）で本プロジェクトの先駆的活動が取り入れられ、ユニオンによる砒素検査、PSF
への塩素添加、ADP 予算からの砒素中毒患者への薬購等が実施されている。この他、プロ

ジェクトではこれまでに、5 種のテーマ別レポートと中間報告書を発行した。 

 

（2）プロジェクト目標の達成度 
 

プロジェクト目標：行政機関の支援を受けつつ、住民が主体となった持続可能な砒素汚染

対策が実施される。 
 

代替水源の維持管理に関して、長期的にどのような課題が生じるかは不明な点もあるが、

現時点において、各指標は十分に達成されており、「行政機関の支援を受けつつ」、「住民が

主体となった」持続的砒素汚染対策のフレームワークが形成されたといえる。したがって、

プロジェクト目標の達成度は「非常に高い」といえ、プロジェクト終了時までに達成され

る見込みである。 

（指標１）安全な飲用水を飲用する住民が増加する。 

新規代替水源建設（評価時点で 95 基完成）によって安全な飲料水供給が始まった。利用者

合計は推計 15,540 人である。この他、今年度完成を見込んでいる 56基の利用者は推計 15,300
人である。また、稼動を中止していた代替水源を修復する予定である。緊急に安全な水が

必要な患者のいる 17 世帯（85 人）には家庭用砒素除去フィルターを配布した。プロジェク

トは、水源の砒素汚染率が高い地域の人々約 36,500 人に安全な水を供給することを目指し
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ており、合計約 31,000 人の推定受益者数は、プロジェクト対象として想定した 36,500 人の

約 84%を達成している。フォローアップ調査によると、調査を行ったプロジェクト対象村

においては、安全な飲料水の飲用は、チョーガチャ郡で 13％から 43％に、シャシャ郡で 56％
から 68％に増加している。 

（指標２）プロジェクト対象郡で設置した代替水源の 80％が住民により維持管理される。

150 の利用者組合の内、126 組合がマネジメント・トレーニングを受講し、その内 33 組合

はメンテナンス・モニタリング・トレーニングの受講まで完了した。この他、64 の利用者

組合にオリエンテーション・プログラムを実施している。更に、利用者組合がある 22 のユ

ニオン中、15 ユニオンで地元の職人を対象とする代替水源の修繕・メンテナンス・トレー

ニングを実施した。これらの実績により代替水源の維持管理能力の強化が行われたと評価

できる。但し、その強化の程度については、長期に実際の運転状況を確認する必要がある。

（指標３）プロジェクト対象郡で自己の健康を管理する砒素中毒患者が 50％増加する。 

住民は、砒素中毒症状に対する知識やその原因と予防法についての理解を大きく向上させ

ている。1,300 人の砒素中毒患者が登録され、プロジェクトで配布されたヘルスカードによ

って健康管理を行っている。1,244 人（96%）の患者は UHC へ 2 回以上訪れて医師によるフ

ォローアップを受けている。 

 

3－3 プロジェクトの実施プロセス（実施プロセスの把握結果、PDM の変更経緯等） 
（1）実施プロセス 

本プロジェクトは、業務実施計画に基づき、ステアリング・コミッティによる運営監理の下、

効果的かつ柔軟に実施されてきた。実施においては、プロジェクトは、関係者間での緊密なコ

ミュニケーションの維持と共通認識の醸成に留意している。プロジェクトでは、「行政機関の

支援を受けつつ」、「住民が主体となった」持続的砒素汚染対策というフレームワークが明確に

共有されている。プロジェクト・ダイレクターのリーダーシップの下、全てのバングラデシュ

側カウンターパート、プロジェクト・スタッフ、JICA 専門家は、業務に専心しており、十分

な調整が図られている。このような情報共有に基づく実施プロセスは、効果的かつ効率的なプ

ロジェクト実施に貢献していると考えられる。 

また、プロジェクトでは、（a）ローカル・リソースの調整及び活用、（b）実践的・実証的な

方法の採用、（c）日常的な実務への反映、（d）意識の向上といった点が重視されている。例え

ば、砒素中毒患者のマネジメントは、ヘルスカードの導入等、ヘルス・アシスタントの日常業

務を工夫することによってシステム化されている。これは、ローカル・リソースを活用すると

ともに、その日常的な実務に反映させることによって自発性、持続性を引き出そうとするもの

といえる。プロジェクト後半では、プロジェクトのフィールド・ワーカーをユニオン評議会に

配置し、ユニオン評議会の能力向上を図るための試みが行われている。代替水源に関しては、

広域適正調査及び個別適正調査を実施し、データに基づいて適切な代替水源の選定が行われて

いる。そして、その選定プロセスにおいては、住民の主体性を重視した適切な手続きが一貫し

て維持され、実証的な方法論と相まって透明性及び公平性を確保している。代替水源の維持管

理に関しては、地元の職人にトレーニングを実施し、地域での問題対処能力の向上を図ってい
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る。村々でのミーティングに村人を集めるためにビデオ上映を行う等、活動においては常に村

の実情に即した実践的な方法が採用されている。これらの活動は、砒素対策委員会を通じてモ

ニタリング及び調整が図られている。 

現場重視の活動は、人々の意識とモチベーションの向上に対して効果的な働きかけとなって

おり、現地調査で面談した多くの人々が、本プロジェクトを身近な自分たちの活動として高く

評価していた。ホルタル（ゼネスト）等の影響で代替水源の設置に若干の遅れは見られるもの

の、プロジェクトは、概ね計画通りに、円滑かつ効果的に実施されてきたといえる。 

（2）実施体制 
中央レベルでは、LGD の Deputy Secretary がプロジェクト・ダイレクターとなり、DPHE 及

び保健局とともに業務調整と方向付けを行っている。 

ジョソール県においては DC を中心とし、郡レベルでは UNO を中心として調整を行い円滑

な業務実施を確保している。実務面では、DPHE 県オフィス及び郡オフィス、県の Civil Surgeon
オフィス及び郡レベルの UHC が、それぞれ安全な水の供給と砒素中毒患者の支援を担当して

いる。更に、持続的砒素汚染対策の中核的な役割を担うものとして、ユニオン砒素対策委員会

の議長たる UP チェアマンもカウンターパートとなっている。 

プロジェクトでは、ジョソール県 DC オフィス、DPHE 県オフィス及び郡オフィスにそれぞ

れプロジェクト・オフィスを設置して、上述の実施体制の支援を行っている。 

プロジェクトの進捗は、LGD の Secretary を議長とするステアリング・コミッティにより確

認・検討され、懸案事項の解決にあたるとともに、プロジェクトの活動計画の承認を行ってい

る。 

以下にプロジェクト実施体制に係る概念図を示す。 
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（出所：プロジェクト作成プレゼンテーション資料） 
 

3－4 評価 5 項目の評価結果 

3－4－1 妥当性 
以下の観点から妥当性は「非常に高い」といえる。 

 「バ」国PRSPにおいて安全な水供給のための砒素汚染対策が明記されている。国家砒素緩

和政策2004においても、砒素汚染地域に代替水源を設置し安全な飲料水を確保する方針が述

べられている。PRSPは現在改定中であるが、砒素対策は引き続き重要課題として位置づけ

られると考えられ、本プロジェクトは「バ」国家政策に合致している。 
 対象地域は、汚染状況、代替水源設置数、他のプロジェクトの実施状況を鑑み、ジョソール

県内8郡のうちシャシャ郡とチョーガチャ郡を選定した。対象地域における砒素汚染による

人々の健康への被害は甚大かつ緊急性の高いものであり、そのシステマティックな対策は、

受益者のニーズに合致している。 
 村人の意識化を中核とし、代替水源設置に関して適正な手続きの下に活動を進めるアプロー

チは、透明性及び公平性を確保し、村人による持続的な活動を支援していくものとして適切

である。住民参加、地方行政の巻き込みは他ドナーの動向とも整合性があり、重複もない。 
 「砒素汚染対策セクター援助方針」の対策実施コンポーネントとして、我が国の援助方針と

整合性がある。 
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3－4－2 有効性 
以下の観点から有効性は「非常に高い」といえる。 

 プロジェクト目標は、各指標の達成状況に鑑みプロジェクト終了時までに達成される見込み

である。他のプロジェクト等にも適用されるべき「行政機関の支援を受けつつ」、「住民が主

体となった」持続的砒素汚染対策のフレームワークが形成され、加えてそのアプローチがハ

ンドブックとして編纂される予定である。但し、利用者組合の代替水源の運転・維持管理能

力の強化の度合いについては、更なるモニタリングを要する。 
 プロジェクト目標の達成とアウトプットの因果関係は論理的であり、かつ、プロジェクトの

実際に即してもアウトプット達成の結果としてプロジェクト目標が達成されるものと考え

られる。 

3－4－3 効率性 
以下の観点から効率性は「高い」といえる。 

 本プロジェクトの性質は、持続的砒素汚染対策のモデル的なフレームワーク作りのためのパ

イロット的取り組みに位置づけられるが、本プロジェクトにおける人員、資機材等の投入は、

特段の代替的投入は想定されず概ね適切であったと判断できる。また、年間業務実施計画に

基づき活動が実施されており、投入のタイミングに問題はない。 
 各アウトプットは概ね予定通り達成されており、プロジェクトの投入が活動を通じて適切に

アウトプットの達成へとつながっているといえる。 
 一方、ホルタル（ゼネスト）等の影響で代替水源の設置には遅れが出たため、維持管理につ

いては十分には確認できていない。また、水漏れ等の若干の不備が認められた。 

3－4－4 インパクト 
以下の観点からインパクトは「非常に高い」といえる。 

 プロジェクトで確立した持続的砒素汚染対策の枠組みの下、安全な水の供給と栄養状態の改

善が確保され、砒素中毒患者の症状の改善もしくは進行の抑制が期待できる。また、この枠

組みに沿った取り組みを通じて地方行政機関の能力の向上が期待できる。したがって、正の

インパクトとしてプロジェクトの上位目標の達成が期待される。但し、各関係者がプロジェ

クトの成果をどの程度維持していくかについて、モニタリングの必要性が認められる。 
 ADP予算による砒素中毒患者のための薬購入が可能とする旨の通達が発出され、現在は全国

どこでもADP予算による薬購入が可能となったことは、プロジェクトが「バ」国行政へ与え

た非常に大きなインパクトといえる。 
 砒素中毒患者マネジメント・システムは、DGHSによって採用され全国に広がるものと期待

される。 
 砒素ラリー及び砒素フェアへの延べ180,000人以上にも及ぶ人々の参加によって、対象地域

外の人々の意識も大きく向上した。 
 上級オフィサーの研修プログラムであるManaging at the Top-2において、ジョソール県及び

県DPHEの予算によりチョーガチャ・ユニオンで本プロジェクト仕様のAIRPをDPHEがそれ

ぞれ1基ずつ設置した。また、世銀が支援するLocal Government Support Project（LGSP）の予

算を活用して、チョーガチャ・ユニオンでUPが本プロジェクト仕様のAIRPを設置した。こ
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のように、本プロジェクトで構築した枠組みに沿った代替水源の設置が、「バ」政府予算や

他ドナーのプロジェクト予算により行われた事例が確認された。 
 砒素中毒患者には貧困世帯が多いため、薬代をUpazilaのADP予算で支出し、無料配布する

ことが可能となったことは、貧困層への正のインパクトといえる。 
 Water and Sanitation Program（WSP）が組織するHorizontal Learning Programのグッド・プラク

ティスに選出され、交流プログラムへの参加により、他地域との相互交流が高まっている。 
 ポシャポル・ユニオンでは、UP関係者の意識の高まりから、自らのイニシアチブでコミュ

ニティ・クリニック設置に取り組んでいる。 
 代替水源の建設では、National Policyに従って砒素除去の過程で砒素を含む沈殿物を排出す

るArsenic Iron Removal Plant（AIRP）の選択優先順位を下げ、建設数を抑えた他、事前調査

の結果を受けて砒素濃度が高い井戸（0.15mg/l以上）を原水にすることは避けた。他に特段

の負のインパクトは認められない。 

3－4－5 自立発展性 
以下の観点から自立発展性は「高い」といえる。 

 現在、PRSPは改訂中であるが、砒素汚染対策の政策面での重要性に変化はないと想定され

る。 
 債務削減相当資金を活用した実施を予定している「南西部地方給水プロジェクト」において

本プロジェクトの成果が採用されることがDevelopment Project Proposal（DPP）に明記され

ており、持続的砒素汚染対策の継続的な拡大が期待される。 
 LGSP等の他プロジェクトの予算を活用した活動の継続も期待される。 
 一方、LGDが主導的役割を担い、DC及びUNOによる現場での調整の下、DPHE及びUHCが
技術支援をし、UPが仲介役となって利用者組合及び村人が各々の活動を実践してきたが、

その一つ一つの役割・機能を具体的にどの機関がどのように引き継いでいくかについては、

更に明確にする必要性が認められる。 
 本プロジェクトの代替水源及び砒素中毒患者支援に関する技術レベルは、「バ」国の地域に

定着していくものとして適切なレベルである。但し、利用者組合による代替水源の維持管理

については、長期的にどのような課題が生じるか、今後、確認していく必要性は認められる。 
 利用者組合やAMCs等関係者のモチベーションの維持が重要であり工夫が必要である。

Horizontal Learning Programの経験交流プログラムは、本プロジェクトの成果を広めるととも

に、本プロジェクト対象地域の人々のモチベーションを維持する上でも有益なものの一つと

考えられる。 

3－4－6 阻害・貢献要因の総合的検証 
（1）計画内容に関すること 

 活動計画は、開発パートナー事業で得られた課題、ニーズを踏まえ、「バ」国政府及び他ド

ナーとの協議を経て策定されており、地域の実情に即したものとなっている。 
 安全な水供給と砒素中毒患者への支援とを有機的に連携させ、関係各機関が参画する総合的

なアプローチとすることにより、効果的に砒素汚染対策に取り組むことができた。 
 住民が主体となった活動を行政が支援するという形を一貫して計画に反映させており、プロ
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ジェクト目標達成に向けて効果的であった。 
 現場での調整のために、DC及びUNOをカウンターパートとして計画したことは、地方での

円滑な活動の実施のために非常に有効であった。 
 計画内容に関しては、特段の問題はない。 

 

（2）実施プロセスに関すること 
 プロジェクトでは、関係者とのコミュニケーションを緊密に維持し、共通認識を持って活動

を進めるとともに詳細にモニタリングを行いつつ活動を進めており、円滑かつ実際的な活動

及び関係者の参画に貢献している。 
 プロジェクト・ダイレクターのリーダーシップの下、カウンターパート、プロジェクト・ス

タッフ、JICA専門家が献身的に業務に取り組んだ。特に、研修及び日常業務を通じてプロ

ジェクト・スタッフのモチベーションを高め、十分なキャパシティ・ビルディングを行った

ことが効果発現の貢献要因と考えられる。 
 代替水源の申請、承認、選定に係るシステムを構築し、定められた手続きを遵守することに

より、プロジェクト活動の透明性・公正さを確保している。 
 住民の主体的な参加の下、科学的データに基づいて、代替水源を設置しているので、代替水

源の選定及び設置場所の選定が適切に実行された。 
 関係者の意識及びモチベーションを高めるとともに、一つ一つの活動を各人の日常業務へ反

映させることに留意したことが、それぞれの活動の理解と定着に寄与している。 
 ホルタル（ゼネスト）等の影響で、代替水源の設置は計画よりも遅れている。代替水源設置

が遅れたため、利用者組合が維持管理に習熟する期間をプロジェクト期間中に十分にとるこ

とができなかった。 
 当初は、ユニオン評議会関係者の砒素汚染対策への関心は、道路建設等の他公共事業に比べ

低かった。また、砒素汚染は容易には目に見えず、長期にわたって進行するものなので、住

民の十分な理解を得るためには地道な働きかけを要した。水源としての池の確保に関して、

池の所有者と合意に達することができなかった例もあった。 
 砒素汚染対策以外にも多くの問題が山積している中、人員、資金、機材等が十分にないこと

は砒素対策委員会（AMCs）の制約要因といえる。各委員は、本業を有しているため、会議

開催日を容易に調整できないこともあった。 

3－5 結論 
活動は概ね計画通りに実施され、アウトプットも予定通り達成されている。プロジェクト目標もプ

ロジェクト終了時までに達成される見込みであり、持続的砒素汚染対策のモデル的なフレームワーク

が形成されたものと判断される。したがって、プロジェクトは、予定通り 2008 年 12 月をもって成功

裡に終了するものと期待される。プロジェクト終了後は、プロジェクトの成果を対象地域に定着させ

るとともに、その知見を他地域にも波及させるために、一定のモニタリングとフォローアップが望ま

れる。 
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第4章 提言と教訓 

4－1 団長所感 （総括、長英一郎） 
本プロジェクトはジョソール県のシャシャ郡、チョーガチャ郡において、砒素に汚染されていない

安全な水の供給と砒素患者対策を主な活動内容とし、パイロット的に地方行政機関、中央行政機関、

住民が一体となった取り組みを目指したものである。今次の終了時評価調査においては、４年間に渡

るプロジェクトの協力がほぼ当初の目的を達成するであろうことが確認できた。一時的な治安の悪化

やサイクロン、洪水といった自然災害、脆弱な地方自治体制、不安定な電力供給などプロジェクトを

取り巻く厳しい環境においても、大きな成果を収めたことは特筆に値する。改めて、プロジェクトの

成功に向け、日夜努力を続けてこられたアジア砒素ネットワーク（AAN）の専門家や優れたリーダ

ーシップを発揮してきたプロジェクトダイレクターをはじめとするバングラデシュ及び日本の関係

者の皆様に対して謝意を表したい。 

この成果は先行プロジェクトの経験や AAN の有する知見・ノウハウを今回のプロジェクトの活動

方針に上手く反映させると共に、砒素対策委員会（AMC）に見られる既存の行政組織・人員を最大

限に活用・活性化したこと、また現場レベルからの提案や意見をプロジェクトの活動へ取り込んだこ

となど様々な要因が機能的に作用して生じたものと考えられる。これらはプロジェクトの成功要因、

或いは比較優位と位置づけることができよう。 

プロジェクトでは、これまでの活動の集大成として、それらの成功要因を取りまとめた｢持続的砒

素対策ハンドブック｣を刊行する予定である。砒素に苦しむ他地域においても本プロジェクトの成果、

教訓が十分に理解・活用されるよう利用者にとってわかりやすい、且つ内容が充実しているハンドブ

ックが作成されることを期待したい。 

今次の評価調査において最も議論のポイントとなった点は｢持続性｣である。プロジェクトの開始段

階より、持続性の鍵は住民の参画と行政（特に地方）のオーナーシップであるとの観点に基づき協力

を展開し、「バ」政府側もその重要性を理解はしているものの、プロジェクトの終了後に対し大きな

不安・懸念を有していることは隠せなかった。関係者のモティベーションも高くプロジェクトが順調

に進展している状況を何とか継続する方策を講じることが望まれる。「バ」政府側も債務削減相当資

金（JDCF）の活用による新規プロジェクトの実施を準備しており、JICA としても砒素対策の専門家

派遣や水質検査体制強化の技プロを実施する予定がある。本プロジェクトの成果の普及と必要なフォ

ローを継続するため、日バ双方が各々の関連プロジェクトの予定・進捗を踏まえながら、対応を協議

していくことが不可欠と考える。 

4－2 団員所感（水道行政担当 国包章一） 
本プロジェクトでは、先行の「持続的砒素汚染対策プロジェクト」（2002～2004 年）の後を受けて、

砒素汚染による被害が深刻な Jessore District の Sharsha 及び Chowgacha Upazila を対象に実施されてい

る。計画受益者数は約 36,500 人である。対象地域に対する砒素汚染対策の基本的な取り組みは、先

のプロジェクトと同様に、地域住民の組織化と意識啓発、安全な飲料水の供給、砒素中毒患者のケア

等であるが、砒素汚染対策実施手法の国及び地方行政機関への移転を主な目的としていることが、本

プロジェクトの特徴である。その中での具体的な課題は、「バ」国の地方行政単位、すなわち District、
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Upazila、Union 及び Ward の各レベルにおいて、全国に組織されている Arsenic Mitigation Committee
（AMC）の活性化を図ると同時に、その活動を通して、その構成メンバーである国の出先機関、地

方行政組織、地域住民等に、それぞれの役割と責任に関する明確な自覚と実質的な役割分担を促すこ

とである。このことは、「バ」国の広範囲に及ぶ砒素汚染問題の自立的な解決を図る上で、重要な鍵

となるものである。 

本プロジェクトでは、様々な理由により飲料水供給施設の整備が若干遅れているものの、上記のよ

うな課題に対して果敢な取り組みが行われ、本来の目的についてもおおむね達成できる見通しである。

当初、本プロジェクトの計画段階においては、その成否がかなり危ぶまれたが、このように好結果が

得られつつあることはまさに画期的であり、日バ両国の関係者を勇気づけるものである。本プロジェ

クトの成功の要因としては、実施主体であるアジア砒素ネットワーク（AAN）の担当者によるたゆ

まぬ努力はもとより、カウンターパートとしての「バ」国担当者の理解と熱意、AMC に焦点を当て

たプロジェクト実施方針の的確さ、先行プロジェクトから引き継がれた総合的アプローチの有効性な

どが上げられよう。また、その下地として、先行プロジェクトでの AAN による地道な活動が地域住

民に広く受け入れられ、高く評価されていることも見逃せない。 

以上のように、本プロジェクトは成功裡に終了する見込みであるが、改めて問題となるのは、本プ

ロジェクトの対象地域において今後どのようにしてその持続的発展を図るかということと、本プロジ

ェクトにより得られた成果を今後どのように活用してその普及を図るかということである。本プロジ

ェクト対象地域のことに関しては、どのような形であれ、継続的なモニタリングと支援が是非とも必

要である。このことは、本プロジェクトでのモデルとしての取り組みの妥当性を検証する上でも重要

である。また、本プロジェクトの成果の活用・普及に関しては、本プロジェクトの一環として、砒素

汚染対策の実施手法に関するハンドブックが作成されつつある。現在、「バ」国では、債務削減相当

資金（JDCF）による「南西部地方給水プロジェクト」がまさに実施されようとしており、このよう

な事業の中で、派遣専門家や中央ラボとの有機的な連携のもとに、本プロジェクトの成果が積極的に

活用されることが大いに期待されるところである。 

4－3 提言 
（1）プロジェクト終了までに実施すべき事項 

 予定されている代替水源の設置及び維持管理に関する研修会を完了すること。 
 プロジェクトで構築した持続的砒素汚染対策の枠組みにおける各関係者の役割を再度確認

し、プロジェクト終了後も活動が継続される体制を固めること。 
 プロジェクトでの経験及び教訓を包括的に取りまとめ、ワークショップや最終報告会を通し

て広く伝えていくこと。 
 

（2）プロジェクト終了後に期待される事項 
 包括的かつ分野横断的な砒素汚染対策を実施するためには、ユニオン評議会がイニシアチブ

をとることが効果的と考えられるが、人員・財政面を含めユニオン評議会が全面的にその役

割を担うには、能力向上のための更なる時間を要すると思われる。そのため、LGDが中央

政府のフォーカルポイントとして、ユニオン評議会及び関係諸機関の継続的活動のモニタリ

ングと必要な支援のリーダー的役割を担うことが期待される。また、現在Development Project 
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Proposal（DPP）の承認手続き中にある債務削減相当資金によるプロジェクト「南西部地方

給水プロジェクト」においても、本プロジェクトの成果のモニタリングがその活動に取り込

まれることが期待される。 
 本プロジェクトで提案された持続的砒素汚染対策を実施するための枠組みとその成果は、

「Handbook for sustainable arsenic mitigation practices」に集約される予定である。このハンド

ブックを活用するなどして、「バ」政府は、政府機関及び非政府機関の当該分野における業

務や事業で本プロジェクトの知見が活用されるよう、広く普及させることが望まれる。 

4－4 教訓 
（1）地方行政組織の巻き込み 

ユニオン評議会は、住民に最も近い行政組織として住民と中央政府の橋渡しの役割を持ち、

砒素汚染対策活動への住民の参加を促し、持続的な活動を実施していく上で重要な存在である。

一方、DPHE や UHC といった地方部局の専門的な知見の提供や、DC 及び UNO による協力が、

砒素汚染対策の円滑で効果的な砒素対策実施には不可欠である。本プロジェクトでは、地方行

政組織としてのユニオン評議会の巻き込みと、各レベルの AMCs（ワード、ユニオン、ウパジ

ラ・レベル）の活性化に重点を置き、DC 及び UNO の調整によって地方の各部局の協力を得

ることに成功した。砒素汚染対策を進めるにあたり、地方行政組織の巻き込みとそれに伴う関

係者の協調関係が極めて重要といえる。 

（2）分野横断的アプローチによる相乗効果 
砒素問題に対しては、代替水源の設置、砒素中毒患者の管理等の総合的な対策を実施する必

要があるため、分野の壁を越えた調整が求められる。本プロジェクトでは、UHC が砒素中毒

患者の支援を、DPHE が代替水源の設置と維持管理に貢献した。このような分野横断的な取り

組みによって、複合的な砒素問題にさらされている村人のための、より効果的な砒素汚染対策

へとつながったといえる。 

（3）砒素患者の管理 
本プロジェクトにおいて、砒素中毒患者の発見・診断、ヘルスカードによる自己健康管理、

UHC での無料の薬配布等の実行が容易な砒素患者管理システムを確立した。特に、ウポジラ

の ADP 予算で砒素中毒患者用の薬を購入する仕組みが政府に承認されたことは、他のウポジ

ラでも活用できる大変画期的な成果であるといえる。 

（4）代替水源の選定・現地適用システムの確立 
本プロジェクトにおいて、原水の水質、住民負担のレベル、給水人口等の指標を元にして適

切な代替水源を選定する、選定・適用システムが確立された。この仕組みでは科学的データに

基づき、かつ、住民の参加の下に代替水源が選定されるため、透明性及び公平性が高い。この

ことが、プロジェクト目標及び成果の達成に貢献した要因といえる。 

（5）日常業務への反映 
プロジェクトにおいて実施された砒素対策活動は、既存の制度、活動や経験を踏まえて検討

されたもので、関係者の日常業務に内包化されるよう努力がなされた。これは、プロジェクト

終了後の活動継続及び他地域への普及の点で重要といえる。 
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（6）住民のモチベーション向上 
前述の公平で透明性の高く公平な代替水源の選定プロセスを導入するとともに、様々な啓発

活動を実施し、関係者の砒素問題に対する理解の向上及びモチベーションに地道に働きかけた

ことが、住民のオーナーシップ・イニシアチブの向上につながったといえる。 
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務
所
を
設
置
し
て
い
る
。
 

投
入
実
績
 

「
バ
」
側
現
地
活
動
費
実
績
 

年
度
、
項
目
、
金
額
 

 

現
地
活
動
費
実
績
表
 

こ
れ
ま
で
の
支
出
実
績
は
、
2
00
5
年
度
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
会
計
年
度
）
4
00
,0
00

タ
カ
、
2
00
6
年
度

3
00
,
00
0
タ
カ
、
2
00
7
年
度

4
00
,
00
0
タ
カ
、
2
00
8
年
度

4
00
,
00
0
タ
カ
（
見
込
み
）
と
な
っ
て
い
る
。
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（
指
標
１
）
村
人
が
砒
素
に
よ

る
健
康
被
害
を
理
解
す
る
 

砒
素

問
題

に
関

す
る

認
知

度
、
砒
素
問
題
へ
の
対
応
、

セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施
実
績
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

村
人

か
ら
の
聞
き
取
り
 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
よ
る
と
、
村
人
が
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
砒
素
中
毒
症
状
の
総
回
答
数
が
、
シ

ャ
シ
ャ
郡
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
村
で

32
％
、
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
郡
で

14
％
増
加
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
村
で
は

1
3％

の
減
少
で
あ
っ
た
。
UP
H
で
砒
素
中
毒
患
者
へ
の
支
援
を
得
ら

れ
る
と
認
識
し
て
い
る
村
人
は

31
％
か
ら

88
％
に
増
加
し
て
い
る
。
ビ
タ
ミ
ン
摂
取
に
よ
る
対
砒
素
中

毒
効
果
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
1
％
か
ら

19
％
に
増
加
し
て
い
る
。
村
人
が
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
代
替

水
源
の
総
回
答
数
は
、
シ
ャ
シ
ャ
郡
で

32
％
、
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
郡
で

35
％
増
加
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
村
で
は

2％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
A
MC

に
関
す
る
認
知
度
は
、
ベ
ー
ス
ラ
イ

ン
調
査
時
の
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
郡
で

2％
、
シ
ャ
シ
ャ
郡
で

23
％
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
時
の

90
％
に

増
加
し
て
い
る
。
安
全
な
飲
料
水
の
飲
用
は
、
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
郡
で

13
％
か
ら

43
％
に
、
シ
ャ
シ
ャ
郡

で
56
％
か
ら

68
％
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
砒
素
ラ
リ
ー
、
砒
素
フ
ェ
ア
に
村
人
が
多
数
参
加
し

て
お
り
、
村
人
の
砒
素
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
理
解
は
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
 

（
指
標
２
）
利
用
者
組
合
が
継

続
的
に
運
営
さ
れ
る
 

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

実
施

数
、

利
用
者
組
合
の
運
営
状
況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

村
人

か
ら
の
聞
き
取
り
 

パ
ラ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
を
中
心
と
す
る
手
続
き
に
則
り
、
15
1
の
設
置
予
定
代
替
水
源
に
対
し
、

1
50

の
利
用
者
組
合
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
代
替
水
源
が
設
置
さ
れ
た
利
用
者
組
合
を
対
象
に
、
12
6
組

合
に
対
し
組
合
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
修
を
実
施
し
た
。
一
方
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
研
修
は

33
組
合
に
対
す
る
実
施
と
達
成
率
が
低
い
が
、
代
替
水
源
設
置
の
遅
れ
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ハ

ン
ド
オ
ー
バ
ー
を
行
っ
た
利
用
者
組
合
で
は
、
定
期
的
に
利
用
者
世
帯
か
ら
利
用
料
を
徴
収
し
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
状
況
１
 

（
住

民
に

よ
る

砒
素

汚
染

対
策

の
実
施
能
力
が
向
上
す
る
）
 

（
指
標
３
）
全
て
の
代
替
水
源

設
備

が
砒

素
対

策
委

員
会

を

通
じ

て
利

用
者

負
担

金
と

と

も
に
申
請
さ
れ
る
 

有
効
申
請
数
、
申
請
状
況
、

受
理

状
況

、
利

用
者

数
と

負
担
金
支
払
者
数
の
割
合
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
・

村
人

か
ら

の
聞
き
取
り
 

参
加
型
手
法
を
用
い
、
住
民
ら
が
自
ら
の
希
望
に
基
づ
き

AM
C
を
通
じ
て
申
請
を
行
っ
た
。
有
効
申
請
数

1
65

件
（
2
00
8
年

2
月

14
日
現
在
）
に
つ
い
て
全
て
こ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
た
。
利
用
者
負
担
金
は

1
00
％

完
納
さ
れ
て
い
る
。
 

（
指
標
１
）
全
て
の
代
替
水
源

施
設

の
設

置
場

所
と

種
類

が

住
民

の
申

請
に

基
づ

き
砒

素

対
策

委
員

会
に

よ
り

決
定

さ

れ
る
 

承
認
数
、
審
査
状
況
、
AM
C
s

の
調
整
事
例
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
・

村
人

か
ら

の
聞
き
取
り
 

郡
AM
C
に
よ
り
適
性
と
判
断
さ
れ
た
代
替
水
源
申
請

1
50

件
は
、
全
て
こ
の
手
続
き
を
経
て
決
定
さ
れ
た
。

利
用
者
負
担
金
の
完
納
は
住
民
の
理
解
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
住
民
の
理
解
の
向
上
の
た
め
に

AM
C

の
調
整
機
能
が
発
揮
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
シ
ャ
シ
ャ
郡
の

PW
SS

設
置
に
お
い
て
は
、
U
NO

自
ら
調
整
を

行
っ
た
。
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
時
に
は
、
AM
C
の
役
割
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
回
答
で
き
な
か
っ
た
り
し

た
AM
C
メ
ン
バ
ー
が
い
た
が
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
時
に
は
、
全
員
が
何
ら
か
の
回
答
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
状
況
２
 

（
砒

素
対

策
委

員
会

に
よ

り
砒

素
対
策
活
動
が
調
整
さ
れ
る
）
 

（
指
標
２
）
効
率
砒
素
汚
染
対

策
地

域
の

50
％

以
上

の
砒

素

対
策

委
員

会
が

定
期

的
に

開

催
さ
れ
る
 

対
象

委
員

会
数

、
委

員
会

会
議
開
催
実
績
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
か

ら
の

聞
き

取
り
 

対
象

AM
C
は
、
ワ
ー
ド

AM
C
に
つ
い
て
は
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
郡

15
、
シ
ャ
シ
ャ
郡

18
で
あ
る
。
ユ
ニ
オ
ン

A
MC

に
つ
い
て
は
、
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
郡

9
、
シ
ャ
シ
ャ
郡

6
で
あ
る
。
郡
レ
ベ
ル
、
県
レ
ベ
ル
で
は
各
１

A
MC

で
あ
る
。
対
象
地
域
（
砒
素
汚
染
率

60
％
以
上
）
の
ワ
ー
ド

A
MC

は
2
ヶ
月
に

1
回
、
ユ
ニ
オ
ン
と

郡
AM
C
は
毎
月

1
回
の
定
期
開
催
を
目
標
に
し
て
き
た
。
6
月
ま
で
に
、
目
標
回
数
に
対
す
る
達
成
率
は
、

チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
郡

AM
C
（
9
3%
 
）
以
外
、
10
0％

を
超
え
て
い
る
。
 

（
指
標
１
）
設
置
さ
れ
た
全
て

の
代
替
水
源
施
設
が

DP
HE

の

技
術

支
援

の
も

と
に

建
設

さ

れ
る
 

D
PH
E
職
員
に
対
す
る
研
修

実
施
実
績
、
DP
H
E
職
員
に

よ
る

建
設

業
者

へ
の

研
修

実
績

、
代

替
水

源
設

置
状

況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

開
・

村
人

か
ら

の
聞

き
取

り
、

現
場

視
察

に
よ
る
確
認
 

D
PH
E
職
員
に
対
す
る

8
種
類
の
研
修
を
実
施
し
た
。
D
PH
E
職
員
は
、
建
設
業
者
に
代
替
水
源
建
設
、
維

持
管
理
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
全
て
の
代
替
水
源
が

DP
H
E
の
技
術
支
援
の
も
と
に
建

設
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
時
に
は
、
郡
の

Su
b 
As
si
s
ta
n
t 
En
g
in
ee
r
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
は
水

文
地
質
学
を
理
解
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
時
に
は
、
全
員
が
同

知
識
を
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
SW
D
の
構
造
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
、
全
員
が
回
答
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
状
況
３
 

（
公

衆
衛

生
局

（
DP
HE

）
に

よ

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
の

決
定

に
基

づ
き

水
源

の
設

置
及

び
維

持
管

理
に

関
す

る
技

術
支

援
が

な
さ
れ
る
）
 

（
指
標
２
）
全
て
の
利
用
者
組

合
が

新
規

に
設

置
さ

れ
た

代

替
水

源
の

維
持

管
理

に
関

す

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
 

利
用

者
組

合
に

対
す

る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
実
施
実
績
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

村
人

か
ら
の
聞
き
取
り
 

D
PH
E
は
利
用
者
組
合
に
対
す
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
研
修
を

3
3
組
合
に
対
し
実
施
し
て
い

る
。
代
替
水
源
設
置
の
遅
れ
に
よ
り
達
成
率
は
低
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
順
次
研
修
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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（
指
標
３
）
利
用
者
組
合
に
よ

り
要

請
さ

れ
た

技
術

支
援

へ

の
対
応
が
増
加
す
る
 

利
用

者
組

合
に

よ
る

支
援

要
請
数
、
技
術
支
援
状
況
、

自
立
発
展
的
な
支
援
事
例
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

村
人

か
ら
の
聞
き
取
り
 

利
用
者
組
合
が
毎
月
水
源
の
状
況
を
ユ
ニ
オ
ン
に
報
告
し
、
技
術
的
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
ユ
ニ
オ
ン
か

ら
DP
HE

に
技
術
支
援
を
要
請
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
一
連
の
代
替
水
源
設
置
の
手
続
き
を
通
し

て
人
的
関
係
も
構
築
さ
れ
て
お
り
、
支
援
体
制
が
整
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
の
職

人
に
対
し
、
15

ユ
ニ
オ
ン
で
代
替
水
源
の
修
繕
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

2
4
回
の
目
標
に
対
し
て

15
回
の
実
施
実
績
で
あ
る
。
村
レ
ベ
ル
の
問
題
に
対
す
る
技
術
支
援
の
工
夫
例

と
い
え
る
。
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
状
況
４
 

（
医

療
関

係
者

（
郡

病
院

）
に

よ
り

砒
素

中
毒

患
者

の
健

康
状

態
が
管
理
さ
れ
る
）
 

（
指
標
）
医
療
関
係
者
に
よ
り

健
康

管
理

指
導

を
受

け
た

砒

素
中
毒
患
者
が
増
加
す
る
 

砒
素

中
毒

患
者

の
登

録

数
、

指
導

を
受

け
た

砒
素

中
毒

患
者

数
、

医
師

の
指

導
を
受
け
た
重
症
患
者
数
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

村
人

か
ら
の
聞
き
取
り
 

砒
素
中
毒
患
者
の
発
見
・
確
認
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
1
,3
0
0
人
が
砒
素
中
毒
患

者
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
砒
素
中
毒
患
者

1,
2
44

人
が

2
度
以
上
郡
病
院
（
ま
た
は
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
）

を
訪
れ
て
、
医
師
に
よ
る
診
断
・
投
薬
・
治
療
の
指
導
を
受
け
た
。
医
師
の
指
導
を
受
け
た

30
人
の
重

症
患
者
が
、
郡
病
院
、
県
病
院
、
ダ
ッ
カ
の
私
立
病
院
で
入
院
・
手
術
等
の
治
療
を
受
け
た
。
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
に
よ
る
と
、
調
査
対
象

He
a
lt
h
 w
o
rk
e
r7
2
名
中
、
6
名
が
食
物
に
よ
る
砒
素
中
毒
の
可
能

性
に
言
及
し
て
い
る
。
ビ
タ
ミ
ン
摂
取
の
効
果
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
2
4
人
か
ら

5
7
人
に
増
加
し
て
い

る
。
A
MC

に
対
す
る
認
知
度
は
、
30
％
か
ら

9
0％

に
増
加
し
て
い
る
。
67
％
の

H
ea
l
th
 w
o
rk
er

が
各

AM
C

か
ら
の
協
力
を
要
請
し
た
と
回
答
し
て
い
る
。
SW
D
に
対
す
る
認
知
度
は

50
％
増
加
し
て
い
る
。
全
て
の

H
ea
l
th
 
wo
r
ke
r
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
し
て
お
り
、
砒
素
中
毒
症
状
を
的
確
に
説
明
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
時
に
は
、
4
0％

の
He
al
t
h 
As
si
s
ta
n
t 
(H
A
)が

患
者
の

Up
az
i
la
 H
e
al
t
h 

C
om
p
le
x
 
(U
HC
)
へ
の
レ

フ
ァ
レ

ン
ス
・

シ
ス

テ
ム

の
必

要
性
を

認
識
し

て
い
た

が
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ
プ

調
査
時
に
は
、
全
て
の

HA
が
レ
フ
ァ
ー
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
医
療
関
係
者
の
砒
素
中
毒
に
対
す
る

知
識
及
び
活
動
の
向
上
が
認
め
ら
れ
る
。
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
状
況
５
 

（
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
砒

素
対

策
取

り
組

み
に

係
る

教
訓

を
関

係
者

で
共

有
し

、
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

に
お

け
る

砒
素

対
策

の
知
見
蓄
積
に
資
す
る
）
 

（
指
標
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
を

知
る

砒
素

対
策

関
係

者

が
増
加
す
る
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
開

催
実

績
、

他
機

関
主

催
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

へ
の

参
加

実
績

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

レ
ポ

ー
ト

等
の

発
行

実
績
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

ド
ナ

ー
機
関
か
ら
の
聞
き
取
り
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

4
回
（
ジ
ョ
ソ
ー
ル

2
回
、
ダ
ッ
カ

2
回
）
と
中
間
報
告
会
（
ダ
ッ
カ
）
を
開
催
し
た
。

世
銀

W
SP

主
催
の

Ho
r
iz
o
nt
a
l 
L
ea
r
ni
ng
 P
ro
g
ra
m
へ
の
参
加
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
先
駆
的
活
動

（
ユ
ニ
オ
ン
の
水
質
検
査
実
施
、
郡
病
院
に
よ
る
治
療
薬
購
入
・
配
布
）
の
普
及
に
貢
献
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

4
回
、
経
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

6
回
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
4
郡

（
タ
ラ
シ
ュ
、
チ
ャ
パ
イ
ナ
パ
ブ
ゴ
ン
ジ
、
ラ
ジ
ャ
ル
ハ
ッ
ト
、
シ
ャ
ム
ナ
ゴ
ー
ル
）
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
砒
素
検
査
、
P
SF

へ
の
塩
素
添
加
、
A
DP

予
算
か
ら
の

患
者
へ
の
薬
購
入
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
5
種
の
テ
ー
マ
別
レ
ポ
ー
ト
と
中
間
報
告
書
を
発
行
し
た
。
 

（
指
標
１
）
安
全
な
飲
用
水
を

飲
用
す
る
住
民
が
増
加
す
る
 

新
規

代
替

水
源

建
設

実

績
、

既
存

水
源

の
修

繕
実

績
、

家
庭

用
砒

素
除

去
フ

ィ
ル

タ
ー

の
配

布
実

績
、

汚
染

水
源

か
ら

の
飲

用
を

や
め
た
村
人
の
現
況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

村
人

か
ら
の
聞
き
取
り
 

新
規
代
替
水
源
建
設
（
6
月
ま
で
に

95
基
完
成
）
に
よ
っ
て
安
全
な
飲
料
水
供
給
が
始
ま
っ
た
。
利
用
者

合
計
は
推
計

15
,5
4
0
人
で
あ
る
。
こ
の
他
、
今
年
度
完
成
を
見
込
ん
で
い
る

5
6
基
の
利
用
者
は
推
計

1
5,
3
00

人
で
あ
る
。
全
て
の
代
替
水
源
の
完
成
に
よ
り
、
30
,
84
0
人
に
代
替
水
源
に
よ
る
安
全
な
水
供

給
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
稼
動
を
中
止
し
て
い
た
代
替
水
源
を
修
復
す
る
予
定
で
あ
る
。
緊
急
に
安

全
な
水
が
必
要
な
患
者
の
い
る

1
7
世
帯
（
85

人
）
に
家
庭
用
砒
素
除
去
フ
ィ
ル
タ
ー
を
配
布
し
た
。
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
よ
る
と
、
調
査
を
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
村
に
お
い
て
は
、
安
全
な
飲
料
水

の
飲
用
は
、
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
郡
で

13
％
か
ら

4
3％

に
、
シ
ャ
シ
ャ
郡
で

56
％
か
ら

6
8％

に
増
加
し
て
い

る
。
 

（
指
標
２
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対

象
郡

で
設

置
し

た
代

替
水

源

の
80

％
が

住
民

に
よ

り
維

持

管
理
さ
れ
る
 

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

実
績

、
代

替
水

源
の

維
持

管
理
現
況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

村
人

か
ら

の
聞

き
取

り
、

現
場

視
察
に
よ
る
確
認
 

代
替
水
源
が
完
成
し
た
利
用
者
組
合
を
対
象
に
、
組
合
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
修
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
研
修
を
実
施
し
た
。
64

の
利
用
者
組
合
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
お

り
、

こ
の

他
、

地
域

の
職

人
に
代
替

水
源
の

修
繕

及
び

維
持

管
理

に
関
す
る

ト
レ
ー

ニ
ン

グ
を

15

ユ
ニ
オ
ン
に
お
い
て
実
施
し
た
。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
状

況
 

（
行

政
機

関
の

支
援

を
受

け
つ

つ
、

住
民

が
主

体
と

な
っ

た
持

続
可

能
な

砒
素

汚
染

対
策

が
実

施
さ
れ
る
）
 

（
指
標
３
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対

象
郡

で
自

己
の

健
康

を
管

理

す
る

砒
素

中
毒

患
者

が
50

％

増
加
す
る
 

砒
素

中
毒

患
者

へ
の

ヘ
ル

ス
・

カ
ー

ド
配

布
実

績
、

ヘ
ル

ス
・

カ
ー

ド
の

使
用

実
績
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

村
人

か
ら
の
聞
き
取
り
 

砒
素
中
毒
患
者

1,
30
0
人
に
ヘ
ル
ス
・
カ
ー
ド
を
配
布
し
た
。
1,
2
44

人
の
砒
素
中
毒
患
者
が
郡
病
院
（
及

び
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
）
を
訪
れ
て
、
医
師
か
ら
診
断
・
指
導
・
投
薬
を
受
け
て
、
ヘ
ル
ス
・
カ
ー
ド
に
健

康
状
態
を
記
入
さ
れ
た
。
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（
指
標
１
）
砒
素
中
毒
患
者
の

症
状
が
改
善
さ
れ
る
 

砒
素

中
毒

患
者

の
症

状
の

改
善
状
況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら
の
聞
き
取
り
、
 

砒
素
中
毒
患
者
の
確
認
・
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、
砒
素
中
毒
患
者
が

U
HC

に
定
期
的
に
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
UH
C
で
の
観
察
で
は
、
UH
C
を
訪
れ
る
砒
素
中
毒
患
者
の
約
半
数
に
症
状
の
改
善
が
見

ら
れ
る
。
 

上
位
目
標
の
達
成
見
込
み
１
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域

で
、

砒
素

汚
染

飲
料

水
に

よ
る

健
康

被
害

が
防

止
・

改
善

さ
れ

る
）
 

（
指
標
２
）
新
た
な
砒
素
中
毒

患
者
の
発
生
が
減
少
す
る
 

新
た

な
砒

素
中

毒
患

者
の

発
生
状
況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら
の
聞
き
取
り
、
 

砒
素
中
毒
患
者
の
確
認
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、
以
前
よ
り
も
正
確
に
砒
素
中
毒
患
者
を
特
定
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
よ
り
も
砒
素
中
毒
患
者
の
確
認
数
は
、
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。
今
後
、
新
た
な
砒
素
中
毒
患
者
の
発
生
が
減
少
す
る
か
ど
う
か
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
必

要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
 

上
位
目
標
の
達
成
見
込
み
２
 

（
ジ

ョ
ソ

ー
ル

県
に

お
い

て
、

砒
素

対
策

実
施

に
関

す
る

地
方

行
政

機
関

の
能

力
が

強
化

さ
れ

る
）
 

（
指
標
）
地
方
行
政
機
関
に
よ

る
砒

素
対

策
活

動
の

実
施

数

が
増
加
す
る
 

地
方

行
政

機
関

の
砒

素
対

策
へ
の
取
り
組
み
状
況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら
の
聞
き
取
り
、
 

UP
の
巻
き
込
み
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
で
の
大
き
な
流
れ
で
あ
る
こ
と
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
経
験
し

た
U
P
は
砒
素
対
策
に
か
か
る
対
処
能
力
を
向
上
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
し
た
代
替

水
源
（
砒
素
除
去
装
置
）
を
実
際
に

Lo
ca
l
 G
o
ve
r
nm
e
nt
 
Su
p
po
r
t 
P
ro
j
ec
t
の
予
算
を
利
用
し
て
設

置
し
た

UP
が
あ
る
こ
と
、
同
様
に
県

DP
HE

予
算
及
び
県
予
算
を
用
い
て
代
替
水
源
を
設
置
し
た
こ
と
、

水
質
検
査
の
た
め
の
予
算
を

UP
で
確
保
し
て
い
る
こ
と
、
郡

A
nn
u
al
 
De
v
el
o
pm
e
nt
 
Pr
o
gr
a
m 
(
AD
P
)

予
算
で
薬
購
入
の
た
め
の
予
算
を
確
保
し
た
こ
と
、
患
者
の
確
認
及
び
健
康
指
導
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
等
か
ら
、
地
方
行
政
機
関
に
よ
る
砒
素
対
策
活
動
の
実
施
数
の
増
加
は
期
待
で
き
る
。
 

 ２
．
実
施
プ
ロ
セ
ス
の
確
認
 

評
価
設
問
 

大
項
目
 

小
項
目
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

検
証
手
段
 

調
査
結
果
 

活
動
を
計
画
す
る
際
に
、
他
ド

ナ
ー
、
NG
Os

等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か

ら
の

教
訓

の
フ

ィ
ー

ド

バ
ッ
ク
/
検
討
を
行
っ
た
か
？
 

計
画
作
成
プ
ロ
セ
ス
 

実
施

協
議

報
告

書
、

JI
C
A

専
門
家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き

取
り
 

活
動
は
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
で
得
ら
れ
た
課
題
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
GO
B
及
び
他
ド
ナ
ー
と
の
協
議

を
経
て
策
定
さ
れ
て
い
る
。
 

活
動

は
計

画
ど

お
り

に
実

施

さ
れ
て
い
る
か
？
 

PO
の
実
施
状
況
 

P
O

予
定

&
実

績
表

、
JI
C
A

専
門
家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き

取
り
 

ホ
ル
タ
ル
等
の
影
響
で
、
代
替
水
源
の
設
置
は
想
定
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
。
一
方
、
村
人
が
他
の
地
域
を

視
察
す
る
タ
イ
プ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
活
動
の
途
中
か
ら
採
用
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
地

域
の
人
々
の
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、
砒
素
ラ
リ
ー
、
砒
素
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、
同
住
民
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。
そ
の
他
は
、
概
ね
計
画
通
り
に
活
動
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

活
動
状
況
の
確
認
 

代
替

水
源

設
置

及
び

維
持

管

理
に

関
し

、
砒

素
対

策
委

員

会
、
利
用
者
組
合
、
地
元
建
設

業
者

へ
の

働
き

か
け

と
そ

の

成
果

に
お

い
て

問
題

は
な

か

っ
た
か
？
 

問
題
点
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
、
質
問
票
 

現
地
調
査
で
面
談
し
た
ユ
ニ
オ
ン

AM
C、

利
用
者
組
合
の
関
係
者
の
意
識
は
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
代
替
水
源
の
設
置
ま
で
に
要
す
る
時
間
が
長
い
た
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
は
困
難

も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
利
用
者
負
担
金
や
使
用
料
徴
収
も
地
道
な
働
き
か
け
を
要
し
た
。
パ
ラ
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
ビ
デ
オ
を
上
映
す
る
等
、
出
席
率
を
高
め
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
一
方
、
代
替
水
源
に

つ
い
て
は
水
漏
れ
等
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
工
事
の
監
理
に
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
利

用
者
組
合
に
よ
る
監
理
能
力
の
向
上
等
の
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
。
維
持
管
理
に
関
し
て
は
、
地
域
の
職

人
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
村
レ
ベ
ル
で
の
対
応
能
力
を
高
め
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
過

程

で
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
事

柄
や

活
動

を
阻

害
/
貢

献

す
る
要
因
は
あ
っ
た
か
？
 

留
意
事
項
、
阻
害
/貢

献
要

因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
、
質
問
票
 

貢
献
要
因
 

-
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

関
係

者
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
維

持
し

、
共

通
認

識
を
持

っ
て

活
動

を
進

め
る
よ
う
留
意
し
て
い
る
。
 

-
住
民
の
主
体
性
に
留
意
し
、
意
識
化
に
努
め
て
い
る
。
 

-
関
係

各
機

関
に

よ
る

総
合

的
な

ア
プ
ロ

ー
チ
な

の
で

効
果

的
に

砒
素

汚
染

対
策

に
取
り

組
め

た
。
D
C
、

U
NO

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
そ
の
活
動
が
円
滑
に
進
ん
だ
。
 

-
代
替
水
源
の
申
請
・
承
認
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
一
貫
し
て
適
切
な
手
続
き
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
透
明
性
・
公
正
さ
を
確
保
し
て
い
る
。
 

-
デ
ー

タ
に

基
づ

き
、

住
民

の
主

体
的
な

参
加
の

下
、

代
替

水
源

を
設

置
し

て
い

る
の
で

、
代

替
水

源
の

選
定
及
び
設
置
場
所
の
選
定
が
適
切
に
実
行
さ
れ
た
。
 

-
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
C/
P、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
JI
CA

専
門
家
が
献
身
的
に
業
務
に
取
り
組
ん
だ
。
 

 阻
害
要
因
 

-
当
初
は
、
UP

関
係
者
は
、
道
路
建
設
等
の
他
公
共
事
業
に
比
べ
砒
素
汚
染
対
策
へ
の
関
心
は
低
か
っ
た
。 

-
砒
素

汚
染

は
容

易
に

は
目

に
見

え
ず
、

長
期
に

わ
た

る
も

の
な

の
で

、
当

初
は

住
民
の

十
分

な
理

解
を

得
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
 

-
水
源

と
し

て
の

池
の

確
保

に
関

し
て
、

池
の
所

有
者

と
合

意
に

達
す

る
こ

と
が

で
き
な

か
っ

た
例

も
あ

っ
た
。
 

-
有
効
な
代
替
水
源
を
設
置
で
き
な
い
と
こ
ろ
が

9
ヶ
所
あ
っ
た
。
 

-
第

2
年
次
に
総
選
挙
の
影
響
で
ホ
ル
タ
ル
が
頻
発
し
、
活
動
に
遅
れ
が
生
じ
た
。
 

 

各
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
機

関

の
役
割
は
明
確
か
？
 

各
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
機

関
の
役
割
と
そ
の
認
識
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

J
IC
A
専
門
家
・
C
/P

か
ら

の
聞
き
取
り
 

D
C、

UN
O
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
下
、
UP

が
仲
介
役
と
な
っ
て
、
利
用
者
組
合
の
活
動
を
支
援

し
、
DP
H
E
が
代
替
水
源
に
係
る
技
術
支
援
を
、
DG
HS

が
砒
素
中
毒
患
者
に
係
る
専
門
的
支
援
を
行
う
と

い
う
役
割
は
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
役
割
は
関
係
者
で
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ユ

ニ
オ
ン
及
び
ワ
ー
ド

AM
C
に
関
し
て
は
、
AM
C
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
政
府
関
係
者
の
よ
り
活
発
な
出
席
の

要
望
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
多
数
の
住
民
に
対
応
し
て
い
く
の
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
人

員
配

置

に
問
題
は
な
か
っ
た
か
？
 

ポ
ス
ト
名
、
配
置
実
績
 

C
/P

及
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
・

ス
タ

ッ
フ

の
配

置
実

績
表
、
JI
CA

専
門
家
・
C/
P

か
ら
の
聞
き
取
り
 

専
門
家
派
遣
計
画
の
若
干
の
変
更
や
、
C
/P

の
異
動
等
が
あ
っ
た
が
、
特
段
の
問
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
関
し
て
も
特
段
の
問
題
は
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
に
は
、
ユ

ニ
オ
ン
の
能
力
向
上
の
た
め
、
U
P
の
管
理
下
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

Fi
el
d
 w
o
rk
e
r
を
配
置
す
る
と
い
う

工
夫
を
行
っ
た
。
 

意
思
決
定
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に

問
題
は
な
か
っ
た
か
？
 

意
思

決
定

状
況

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

状
況

、
懸

案
事
項
 

J
IC
A
専
門
家
・
C
/P

か
ら

の
聞
き
取
り
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
留
意
し
て
お
り
、
意
思
決
定
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
特
段
の
問
題
は
な
い
。
 

実
施
体
制
 

誰
が

ど
の

よ
う

に
モ

ニ
タ

リ

ン
グ
を
し
、
ど
の
よ
う
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
た
か
？
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
状
況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

J
IC
A
専
門
家
・
C
/P

か
ら

の
聞
き
取
り
 

利
用
者
組
合
の
活
動
は
、
レ
ポ
ー
ト
及
び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
通
じ
て

AM
C
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
含
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
全
体
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
タ
ッ
フ
に

よ
り
詳
細
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
、
報
告
さ
れ
て
い
る
。
日
常
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
加
え
、
パ
ラ
・
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
、
ユ
ニ
オ
ン
議
長
、
住
民
の
認
識
度
、
ワ
ー
ド

A
MC

の
活
動
、
住
民
の
水
質
管
理
、
砒
素
検

査
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
善
、
利
用
者
組
合
リ
ー
ダ
ー
の
理
解
度
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
で

持
続

的

砒
素

汚
染

対
策

シ
ス

テ
ム

の

内
容

と
そ

の
推

進
の

方
法

論

は
共

有
さ

れ
て

い
る

か
？

共

有
す

る
た

め
に

ど
の

よ
う

な

工
夫
を
し
た
か
？
 

共
有
状
況
 

J
IC
A
専
門
家
・
C
/P

か
ら

の
聞
き
取
り
、
質
問
票
 

持
続
的
砒
素
汚
染
対
策
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
は
、
住
民
が
主
体
と
な
る
こ
と
及
び
行
政
が
そ
れ
を
支
援
す
る

こ
と
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
で
明
示
さ
れ
て
お
り
、
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
方
法
論
と
し
て
は
、

総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
実
践
的
・
検
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
意
識
化
、
通
常
業
務
へ
の
反
映
等
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。
AM
C
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
通
じ
て
関
係
者
と
の
共
通
認
識
を
高
め
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
 

L
GD

を
中
心
と
す
る
「
バ
」
側

の
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

認

識
は
高
い
か
？
 

認
識
度
 

L
GD

と
の
協
議
、
JI
C
A
専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
関
係
者
が
献
身
的
に
業
務
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
「
バ

」
側

の
認

識
は

高
い

。
ユ
ニ

オ
ン
が

中
心

と
な

り
、

ラ
イ

ン
・

デ
パ

ー
ト
メ

ン
ト

が
技

術
支

援
を
行
う
と
い
う
適
切
な
役
割
分
担
が
形
成
さ
れ
た
。
郡

A
MC

に
つ
く
ら
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

で
は
、
関
係
性
の
あ
る
農
業
省
、
漁
業
省
、
教
育
省
を
対
策
に
巻
き
込
む
動
き
も
見
ら
れ
た
。
UH
C
で
は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

構
築

し
た

シ
ス
テ
ム

を
中
央

や
他

郡
に

紹
介

し
て

い
る
。
中

央
レ
ベ

ル
で

は
、

LG
D

が
Ho
r
iz
o
nt
a
l 
L
ea
r
ni
n
g 
P
ro
g
ra
m（

Wa
te
r
 a
n
d 
S
an
i
ta
t
io
n 
Pr
o
gr
am

主
催
）
を
通
じ
て
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
成
果
の
普
及
等
に
努
力
し
た
。
 

合
同

調
整

委
員

会
を

中
心

と

す
る

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

支

援
体

制
に

問
題

は
な

か
っ

た

か
？
 

問
題
点
 

J
IC
A
専
門
家
・
C
/P

か
ら

の
聞
き
取
り
 

特
段
の
問
題
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
に

3
回
運
営
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
、
進
捗
確
認
及
び
活
動
予
定
の

確
認
を
行
っ
て
い
る
。
 

各
レ

ベ
ル

の
砒

素
対

策
委

員

会
の
主
体
的
・
継
続
的
活
動
の

制
約
要
因
は
何
か
？
 

制
約
要
因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
か

ら
の
聞
き
取
り
、
質
問
票
 

砒
素
汚
染
対
策
以
外
に
も
多
く
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
中
、
人
員
、
資
金
、
機
材
等
が
十
分
に
な
い
こ

と
は
制
約
要
因
と
い
え
る
。
特
に
、
ワ
ー
ド

A
MC

は
、
事
務
局
と
な
る
場
所
も
な
い
。
人
の
異
動
も
制
約

要
因
と
な
り
得
る
。
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
仕
事
を
持
っ
て
お
り
、
容
易
に
日
程
調
整
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
。
 

関
係
者
の
貢
献
度
 

利
用
者
組
合
の
主
体
的
・
継
続

的
活

動
の

制
約

要
因

は
何

か
？
 

制
約
要
因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
、

村
人

か
ら

の
聞

き
取

り
、
質
問
票
 

A
MC

が
利
用
者
組
合
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
が
、
A
MC

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と

AM
C
及
び

DP
H
E
等
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
活
発
で
な
く
な
れ
ば
、
利
用
者
組
合
の
主
体
的
・
継
続
的

活
動
の
制
約
要
因
と
な
り
得
る
。
乾
季
の
水
不
足
に
よ
る
代
替
水
源
の
停
止
も
制
約
要
因
と
い
え
る
。
こ

の
場
合
は
使
用
料
の
徴
収
が
特
に
困
難
さ
を
増
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
代
替
水
源
の
維
持
管
理
は
、

個
々
の
利
用
者
組
合
の
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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３
．
妥
当
性
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
、
上
位
目
標
が
、
受
益
者
の
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い
る
か
、
被
援
助
国
側
の
政
策
や
日
本
の
援
助
政
策
と
整
合
性
は
あ
る
か
を
見
ま
す
。
 

評
価
設
問
 

大
項
目
 

小
項
目
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

検
証
手
段
 

調
査
結
果
 

「
バ

」
国

側
の

政
策

と
の

整
合

性
 

国
家

砒
素

緩
和

政
策

と
の

整

合
性
は
あ
る
か
？
 

国
家
砒
素
緩
和
政
策
 

国
家
砒
素
緩
和
政
策
、
LG
D

と
の
協
議
 

P
RS
P
に
お
い
て
安
全
な
水
供
給
の
た
め
の
砒
素
汚
染
対
策
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
国
家
砒
素
緩
和
政
策
及

び
実
行
計
画

20
0
4
に
お
い
て
も
、
砒
素
汚
染
地
域
に
代
替
水
源
を
設
置
し
安
全
な
飲
料
水
を
確
保
す
る

方
針
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
P
RS
P
は
現
在
改
定
中
で
あ
る
が
、
砒
素
対
策
は
引
き
続
き
重
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
政
策
的
含
意
が
同
改
訂
作
業
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
 

受
益
者
ニ
ー
ズ
と
の
整
合
性
 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
ニ

ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
か
？
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・

グ
ル

ー
プ

の
ニ
ー
ズ
 

実
施

協
議

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報

告
書

、
JI
CA

専
門

家
・

C
/P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

村
人

・
地

方
行

政
機

関
か
ら
の
聞
き
取
り
 

対
象
地
域
は
、
汚
染
状
況
、
代
替
水
源
設
置
数
、
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状
況
を
鑑
み
、
ジ
ョ
ソ
ー

ル
県
内

8
郡
の
う
ち
シ
ャ
シ
ャ
郡
と
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
郡
を
選
定
し
た
。
そ
の
内
、
汚
染
率

60
％
以
上
の

1
46

地
域
（
73
00

世
帯
）
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
、
患
者
多

発
地
域
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、
A
MC

を
通
じ
て
追
加
の
申
請
が
上
が
っ
た
い
く
つ
か
の
地
域
は
タ

ー
ゲ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
に
追
加
し
た
。
砒
素
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
は
同
エ
リ
ア
で
は
深
刻
で
あ
り
、
そ
の

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
策
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。
 

現
地
調
査
で
面
会
し
た
人
た
ち
全
て
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
ニ
ー
ズ

と
の
整
合
性
が
認
め
ら
れ
る
。
 

日
本
の
援
助
政
策
と
の
整
合
性
 

日
本
の
援
助
政
策
・
国
別
事
業

実
施

計
画

と
の

整
合

性
は

あ

る
か
？
 

日
本

の
援

助
政

策
、

JI
C
A

の
国
別
実
施
計
画
 

実
施

協
議

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報

告
書

、
砒

素
汚

染
対

策
セ
ク
タ
ー
援
助
方
針
 

「
砒
素
汚
染
対
策
セ
ク
タ
ー
援
助
方
針
」
の
対
策
実
施
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
し
て
、
整
合
性
が
あ
る
。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
戦
略
、
計
画

は
妥
当
で
あ
っ
た
か
？
 

村
人

の
砒

素
問

題
へ

の
対

応
状

況
、

行
政

の
支

援
状

況
、

他
ド

ナ
ー

の
活

動
実

績
 

実
施

協
議

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報

告
書

、
JI
CA

専
門

家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き
取
り
 

砒
素
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
村
人
の
認

識
は
高
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
住
民
自
身
に
よ
る
対
策
へ
の
積
極
的
な
関
与
が
不
可
欠
で
あ
り
、
住
民

の
意
識
化
が
中
核
的
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
戦
略
・
計
画
は
適
切
と
い
え
る
。
ま
た
、

住
民

か
ら

申
請

が
あ

っ
た

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

に
対

し
て

適
切

な
手

続
き

に
基

づ
い

て
対

応
し

て
い

く
と

い

う
基
本
方
針
は
、
公
正
で
あ
り
、
か
つ
、
村
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
重
視
す
る
も
の
と
し
て
妥
当
で
あ
る
。

砒
素
汚
染
対
策
は
様
々
な
セ
ク
タ
ー
が
関
連
す
る
課
題
で
あ
り
、
セ
ク
タ
ー
横
断
的
な
総
合
的
ア
プ
ロ
ー

チ
は
効
果
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
住
民
参
加
及
び
地
方
政
府
の
巻
き
込
み
は
他
の
ド
ナ
ー
も
重
視
し
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
整
合
性
が
あ
る
。
他
ド
ナ
ー
と
の
重
複
も
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
戦
略
、
計
画
は
妥

当
と
い
え
る
。
 

手
段
と
し
て
の
適
切
性
 

日
本

の
同

様
の

技
術

支
援

の

実
績
・
経
験
を
活
か
せ
る
か
？
 

砒
素

汚
染

対
策

に
係

る
技

術
支
援
実
績
 

実
施

協
議

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報
告
書
 

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
の
後
継
案
件
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
経
験
と
技
術
が
十
分
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
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４
．
有
効
性
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
通
じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
か
を
見
ま
す
。
 

評
価
設
問
 

大
項
目
 

小
項
目
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

検
証
手
段
 

調
査
結
果
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

達

成
可
能
か
？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度
合
い
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
・

利
用

者
組

合
か
ら
の
聞
き
取
り
 

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
よ
り
、
持
続
的
砒
素
汚
染
対
策
シ
ス
テ
ム
は
ほ
ぼ
そ
の
形
が
出
来
て
い
る
。
同
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
、
関
係
各
位
が
活
用
で
き
る
よ
う
な
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
編
纂
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
各
指
標
の
達
成
状
況
か
ら
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了
時
ま
で
の
達
成
は
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
代
替
水
源
の
設
置
が
遅
れ
た
た
め
、
維
持

管
理
に
関
し
て
は
、
ど
の
程
度
の
レ
ベ
ル
で
達
成
さ
れ
る
の
か
は
、
そ
の
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

確
認
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成

を
阻

害
/
貢

献
す

る
要

因
は

あ

る
か
？
 

阻
害
/貢

献
要
因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
・

利
用

者
組

合
か

ら
の

聞
き

取
り
、
質
問
票

 

貢
献
要
因
 

-
砒
素

ラ
リ

ー
、

砒
素

フ
ェ

ア
に

よ
る
地

域
住
民

の
気

運
の

高
ま

り
は

、
住

民
が

主
体
と

な
っ

た
取

り
組

み
の
た
め
の
大
き
な
貢
献
要
因
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

-
Ho
r
iz
o
nt
a
l 
L
ea
r
ni
n
g 
P
ro
g
ra
m
に
よ
る
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
U
P
関
係
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
て
お
り
、
ユ
ニ
オ
ン

AM
C
の
活
動
活
性
化
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

-
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
地
域
住
民
と

AM
C
を
通
じ
た

DP
HE

職
員
、
HA

等
と
の
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
行
政
支
援
の
定
着
に
関
し
て
貢
献
要
因
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 阻
害
要
因
 

-
洪
水

等
の

気
象

状
況

や
地

方
選

挙
、
国

政
選
挙

等
の

政
治

状
況

は
、

懸
念

材
料

と
い
え

る
か

も
し

れ
な

い
。
 

-
代
替

水
源

設
置

の
遅

れ
に

よ
る

利
用
者

組
合
の

維
持

管
理

に
対

す
る

習
熟

期
間

の
短
さ

は
、

住
民

が
主

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
阻
害
要
因
に
な
り
得
る
。
 

-
政
府
関
係
者
の
異
動
は
、
行
政
支
援
の
定
着
に
関
し
て
阻
害
要
因
に
な
り
得
る
。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
、
ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
結

果
と

し
て

も

た
ら
さ
れ
る
か
？
 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
の
関
連
 

実
施

協
議

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

JI
C
A

専
門
家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き

取
り
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

5
つ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
論
理
的
に
妥
当

で
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
ま
で
に
達
成
さ
れ
た
実
績
か
ら
見
て
も
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
結
果
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
が
達
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

因
果
関
係
 

外
部

条
件

に
変

化
は

な
い

か
？

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ

る
可
能
性
は
高
い
か
？
 

外
部
条
件
の
状
況
 

実
施

協
議

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報

告
書

、
JI
CA

専
門

家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き
取
り
 

外
部
条
件
の
特
段
の
変
化
は
想
定
さ
れ
ず
、
ま
た
、
外
部
条
件
が
満
た
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。 
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５
．
効
率
性
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
人
的
・
物
的
・
金
銭
的
な
投
入
は
ど
れ
だ
け
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
転
換
さ
れ
て
い
る
か
を
見
ま
す
。
 

評
価
設
問
 

大
項
目
 

小
項
目
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

検
証
手
段
 

調
査
結
果
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は

適
切
か
？
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
度
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら
の
聞
き
取
り
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
概
ね
予
定
通
り
達
成
さ
れ
て
お
り
適
切
と
い
え
る
。
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
度
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

を
阻

害
/

貢
献
す
る
要
因
は
あ
る
か
？
 

阻
害
/貢

献
要
因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
、
質
問
票
 

貢
献
要
因
 

-
研
修

及
び

日
常

業
務

を
通

じ
て

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
ス

タ
ッ

フ
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を
高

め
、

十
分

な
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
こ
と
が
貢
献
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
 

-
AM
C
、
利
用
者
組
合
等
と
の
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
詳
細
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い

つ
つ
活
動
を
進
め
た
こ
と
が
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
に
貢
献
し
て
い
る
。
 

-
多
く

の
活

動
が

、
実

践
的

・
検

証
的
に

実
施
さ

れ
、

そ
の

経
験

を
分

析
・

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

し
つ

つ
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
適
切
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
を
確
保
し
て
い
る
。
 

-
他
地
域
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
人
々
の
意
識
を
高
め
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
 

 阻
害
要
因
 

-
貧
困
が
厳
し
け
れ
ば
、
安
全
な
水
へ
の
関
心
の
優
先
度
は
低
く
な
る
。
 

-
代
替
水
源
の
設
置
が
な
い
地
域
で
は
、
設
置
地
域
に
比
べ
、
砒
素
汚
染
対
策
へ
の
関
心
が
低
い
。
 

-
乾
季
に
代
替
水
源
の
水
量
が
大
幅
に
低
下
す
る
場
合
も
あ
る
。
 

-
代
替
水
源
の
設
置
が
遅
れ
た
た
め
、
維
持
管
理
に
関
す
る
十
分
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
で
き
な
か
っ
た
。
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
達

成
す

る

た
め

に
十

分
な

活
動

で
あ

っ

た
か
？
 

活
動

実
績

、
活

動
と

ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
の
関
連
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら
の
聞
き
取
り
 

関
係
者
の
共
通
理
解
の
下
、
円
滑
な
活
動
が
概
ね
予
定
通
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
十
分
な
活
動
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
活
動
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

活
動

を
行

う
た

め
に

過
不

足

な
い
量
・
質
の
投
入
で
あ
っ
た

か
？
 

投
入

実
績

、
投

入
と

活
動

と
の
関
連
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら
の
聞
き
取
り
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
人
々
の
意
識
化
を
中
核
に
含
む
も
の
で
あ
り
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
の
た
め
の
投

入
の

大
き

さ
は

あ
る

程
度

や
む

を
え
な
い

と
考
え

ら
れ

る
。

AM
C
、
利

用
者

組
合

、
村
人

等
の

意
識

化
を

図
り
つ
つ
、
15
1
基
の
代
替
水
源
を
設
置
し
て
い
く
活
動
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
の
献
身
的
な
活
動

に
支
え
ら
れ
て
い
る
面
が
大
き
い
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
作

り
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
達
成
し
た
も
の
を
モ
デ
ル
な
い
し
知
見
と
し
て
蓄

積
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
不
足
な
い
量
・
質
の
投
入
で
あ
っ
た
と
評
価
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

因
果
関
係
 

外
部

条
件

に
変

化
は

な
い

か
？

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ

る
可
能
性
は
高
い
か
？
 

外
部
条
件
の
状
況
 

実
施

協
議

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報

告
書

、
JI
CA

専
門

家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き
取
り
 

ホ
ル
タ
ル
等
の
影
響
で
、
投
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
、
そ
れ
が
利
用
者
組
合
に
よ
る
代
替
水
源
の
維
持

管
理
と
い
う
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
、
地
方
選
挙
、
総
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
は
あ
り
得
る
。
 

投
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切

で
あ
っ
た
か
？
 

投
入

実
績

、
投

入
と

活
動

と
の
関
連
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら
の
聞
き
取
り
 

年
次
ご
と
の
業
務
実
施
計
画
書
に
基
づ
き
投
入
を
行
っ
て
お
り
、
適
切
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
 

タ
イ
ミ
ン
グ
・
コ
ス
ト
 

代
替

水
源

の
設

置
に

問
題

は

な
か
っ
た
か
？
 

問
題
事
例
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
 

ホ
ル
タ
ル
の
影
響
に
よ
り
、
代
替
水
源
の
設
置
に
は
遅
れ
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
設
置
さ
れ
た
代
替
水
源

に
は
水
漏
れ
等
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
工
事
の
監
理
に
つ
い
て
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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他
の

低
コ

ス
ト

の
代

替
的

投

入
は
あ
り
え
た
か
？
 

代
替

的
投

入
の

可
能

性
、

他
ド
ナ
ー
及
び

NG
O
s
の
事

例
・
教
訓
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
 

意
識
化
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
般
に
十
分
な
投
入
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
代
替
水
源
設

置
に

つ
い

て
は
、
「
バ

」
国

の
技

術
水
準

に
適
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

等
か

ら
、

他
の
特

段
の

低
コ

ス
ト

の
代
替
的
投
入
は
想
定
さ
れ
な
い
。
 

 ６
．
イ
ン
パ
ク
ト
（
予
測
）
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
も
た
ら
す
直
接
的
・
間
接
的
な
正
負
の
影
響
を
見
ま
す
。
 

評
価
設
問
 

大
項
目
 

小
項
目
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

検
証
手
段
 

調
査
結
果
 

上
位
目
標
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

終
了

後
に

達
成

さ
れ

る
見

込

み
が
あ
る
か
？
 

上
位
目
標
の
達
成
見
込
み
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資

料
、

J
IC
A

専
門

家
・

C/
P

か
ら
の
聞
き
取
り
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構
築
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
安
全
な
飲
料
水
の
飲
用
、
栄
養
の
改
善
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
砒
素
中
毒
患
者
の
症
状
の
改
善
も
し
く
は
進
行
の
抑
制
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

同
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
地
方
行
政
機
関
に
よ
る
支
援
体
制
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
し
た
が
っ

て
、
上
位
目
標
が
達
成
さ
れ
る
見
込
み
は
あ
る
と
い
え
る
が
、
献
身
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
考
慮
す

る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
達
成
し
た
レ
ベ
ル
を
ど
の
程
度
維
持
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
 

上
位
目
標
の
達
成
予
測
 

 

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

/
貢

献
す
る
要
因
は
あ
る
か
？
 

阻
害
/貢

献
要
因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
・

利
用

者
組

合
か

ら
の

聞
き

取
り
、
質
問
票

 

貢
献
要
因
 

-
本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
人

々
が
得

た
経
験

と
意

識
は

上
位

目
標

達
成

の
た

め
の
貢

献
要

因
と

考
え

ら
れ
る
。
 

-
Ho
r
iz
o
nt
a
l 
Le
a
rn
in
g
 P
ro
g
ra
m
等
の
相
互
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
人
々
の
経
験
を
共
有
し
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
上
で
、
貢
献
要
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 阻
害
要
因
 

-
重
症
患
者
の
対
策
は
困
難
で
あ
り
、
重
症
患
者
の
経
済
状
況
の
悪
化
は
制
約
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
 

-
本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
経

験
を

有
す
る

関
係
者

の
異

動
は

、
持

続
的

砒
素

汚
染

対
策
シ

ス
テ

ム
の

定
着

に
関
し
て
制
約
要
因
と
な
り
得
る
。
 

-
予
算

、
人

員
の

不
足

等
に

よ
る

活
動
レ

ベ
ル
の

低
下

は
、

上
位

目
標

達
成

に
お

い
て
制

約
要

因
と

な
り

得
る
。
 

上
位

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

目
標

の
結

果
と

し
て

達
成

さ

れ
る
か
？
 

活
動

状
況

及
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
状

況
、

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目
標
の
関
連
 

実
施

協
議

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

資
料

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
砒

素
汚

染
対

策
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価
報
告
書
、
J
IC
A
専
門

家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き
取
り
 

上
位
目
標
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
結
果
と
し
て
達
成
さ
れ
る
論
理
関
係
に
無
理
は
な
く
、
か
つ
、
こ
れ

ま
で

の
達

成
状

況
か

ら
見

て
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
結

果
と

し
て

上
位

目
標

が
達

成
さ

れ
る

と
考

え

ら
れ
る
。
 

因
果
関
係
 

外
部

条
件

に
変

化
は

な
い

か
？

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ

る
可
能
性
は
高
い
か
？
 

外
部
条
件
の
状
況
 

実
施

協
議

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報

告
書

、
JI
CA

専
門

家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き
取
り
 

外
部
条
件
の
特
段
の
変
化
は
想
定
さ
れ
ず
、
ま
た
、
外
部
条
件
が
満
た
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。 

社
会
・
経
済
へ
の
波
及
効
果
 

社
会

的
・

経
済

的
弱

者
や

女

性
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
正
負

の
影
響
は
想
定
さ
れ
る
か
？
 

該
当
事
例
 

実
施

協
議

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報

告
書

、
JI
CA

専
門

家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き
取
り
 

-
砒
素

ラ
リ

ー
、

砒
素

フ
ェ

ア
に

よ
り
タ

ー
ゲ
ッ

ト
・

エ
リ

ア
外

の
人

々
の

砒
素

汚
染
対

策
に

係
る

意
識

も
高
ま
っ
た
。
 

-
砒
素
中
毒
患
者
に
は
貧
困
世
帯
が
多
い
た
め
、
薬
代
を

Up
az
i
la

の
AD
P
予
算
で
支
出
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
 

-
特
段
の
負
の
影
響
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
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環
境

へ
の

正
負

の
影

響
は

想

定
さ
れ
る
か
？
 

該
当
事
例
 

実
施

協
議

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報

告
書

、
JI
CA

専
門

家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き
取
り
 

-
代
替
水
源
の
建
設
で
は
、
Na
ti
o
na
l
 P
o
li
cy

に
従
っ
て
砒
素
除
去
の
過
程
で
砒
素
を
含
む
沈
殿
物
を
排

出
す
る

A
rs
e
ni
c
 I
r
on
 
Re
m
ov
a
l 
P
la
nt
 
(A
I
RP
)
の
選
択
優
先
順
位
を
下
げ
、
建
設
数
を
抑
え
た
他
、

事
前
調
査
の
結
果
を
受
け
て
砒
素
濃
度
が
高
い
井
戸
（
0.
15
m
g/
l
以
上
）
を
原
水
に
す
る
こ
と
は
避
け
た
。 

他
の
政
府
機
関
、
N
GO
s
へ
の
正

負
の

影
響

は
想

定
さ

れ
る

か
？
 

該
当
事
例
 

実
施

協
議

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報

告
書

、
JI
CA

専
門

家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き
取
り
 

-
AD
P
予
算
に
よ
る
砒
素
中
毒
患
者
へ
の
薬
購
入
を
明
記
し
た
政
府
通
達
が
発
出
さ
れ
、
全
国
で

AD
P
予
算

に
よ
る
薬
品
購
入
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
え
る
。
 

-
上
級
オ
フ
ィ
サ
ー
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

Ma
na
g
in
g 
a
t 
t
he
 
To
p
-2

に
お
い
て
、
ジ
ョ
ソ
ー
ル

県
及
び
県

DP
HE

の
予
算
に
よ
り
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
・
ユ
ニ
オ
ン
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
仕
様
の

A
IR
P
を

DP
H
E

が
そ
れ
ぞ
れ

1
基
ず
つ
設
置
し
た
。
 

-
世
銀
が
支
援
す
る

Lo
ca
l
 G
o
ve
r
nm
e
nt
 S
u
pp
o
rt
 
Pr
o
je
ct

の
予
算
を
活
用
し
て
、
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ
・

ユ
ニ
オ
ン
で

UP
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
仕
様
の

AI
RP

を
設
置
し
た
。
 

-
チ
ョ
ー
ガ
チ
ャ

U
HC

で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が

DG
HS

幹
部
に
発
表
さ
れ

た
。
 

 

そ
の

他
の

正
負

の
影

響
は

想

定
さ
れ
る
か
？
 

該
当
事
例
 

実
施

協
議

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
報

告
書

、
JI
CA

専
門

家
・
C/
P
か
ら
の
聞
き
取
り
 

-
ポ
シ
ャ
ポ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、
U
P
関
係
者
の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

設
置
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

-
Wa
t
er
 
an
d
 S
a
ni
t
at
i
on
 
Pr
o
gr
a
m 
(
WS
P
)が

組
織
す
る

Ho
r
iz
o
nt
a
l 
L
ea
r
ni
n
g 
P
ro
g
ra
m
の
グ
ッ

ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
選
出
さ
れ
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
に
よ
り
、
他
地
域
と
の
相
互
交
流
が
高

ま
っ
て
い
る
。
 

 ７
．
自
立
発
展
性
（
見
込
み
）
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
よ
る
便
益
が
持
続
す
る
見
込
み
を
見
ま
す
。
 

評
価
設
問
 

大
項
目
 

小
項
目
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

検
証
手
段
 

調
査
結
果
 

政
策

枠
組

み
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
終

了
後

も
変

更
は

な
い

か
？
 

開
発
政
策
の
方
向
性
 

L
GD

と
の
協
議
、
JI
C
A
専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
 

P
RS
P
が
改
訂
作
業
中
で
あ
る
が
、
砒
素
汚
染
対
策
の
重
要
度
は
継
承
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

政
策
面
 

南
西

部
地

方
給

水
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

成
果
が
反
映
さ
れ
る
か
？
 

南
西

部
地

方
給

水
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
 

L
GD

と
の
協
議
、
JI
C
A
専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
 

南
西
部
地
方
給
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

E
CN
EC

に
よ
る
承
認
の
段
階
ま
で
き
て
い
る
。
同

DP
P
に
は
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
活
用
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
持
続
的
砒
素
汚
染
対

策
シ
ス
テ
ム
を
継
承
し
、
ジ
ョ
ソ
ー
ル
県
を
含
む
南
西
部

4
県
で
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
持
続
的
砒

素
汚
染
対
策
シ
ス
テ
ム
の
定
着
と
普
及
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
 

L
GD

を
中
心
と
し
た
実
施
体
制

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も

機
能
し
て
い
く
か
？
 
 

各
機

関
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
、
制
約
要
因
 

L
GD

と
の
協
議
、
JI
C
A
専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
 

L
GD

は
砒
素
対
策
に
係
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
持
続
的
砒
素
汚
染
対
策
シ
ス
テ
ム
の
何
を
ど
の
機
関
が
ど
の
よ
う
に
引
き

継
ぐ
の
か
を
更
に
明
確
に
し
、
簡
潔
な
実
施
体
制
を
残
し
て
い
く
工
夫
は
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
 

制
度
・
組
織
面
 

予
算
措
置
に
、
将
来
的
な
問
題

は
な
い
か
？
 

予
算
措
置
の
扱
い
 

L
GD

と
の
協
議
、
JI
C
A
専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
 

予
算
措
置
と
し
て
重
要
な
の
は
、
南
西
部
地
方
給
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
持
続
的
砒
素
汚
染
対
策
シ
ス
テ
ム

を
踏
ま
え
た
実
施
で
あ
る
。
 

他
に
は
、
LG
SP

の
予
算
の
活
用
や

H
or
i
zo
n
ta
l
 L
e
ar
n
in
g
 P
r
og
r
am

の
活
用
が
想
定
さ
れ
る
。
 

A
DP

予
算
に
よ
る
砒
素
中
毒
患
者
へ
の
薬
購
入
に
関
し
て
は
、
特
段
の
問
題
は
想
定
さ
れ
な
い
。
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持
続

的
砒

素
汚

染
対

策
シ

ス

テ
ム
の
個
々
の
活
動
実
施
、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

日
常

業
務

化

す
る
か
？
 

活
動

状
況

、
今

後
の

見
通

し
 

J
IC
A
専
門
家
・
C
/P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
・

村
人

か
ら

の
聞

き
取
り
 

砒
素
中
毒
患
者
の
健
康
管
理
は
、
シ
ス
テ
ム
が
か
な
り
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
日
常
業
務

化
に
特
段
の
問
題
は
想
定
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
DG
HS

は
、
砒
素
中
毒
患
者
の
た
め
に

5
つ
の
ベ
ッ
ド
を
確

保
す
る
よ
う

Ba
n
ga
b
an
d
hu
 
Sh
e
ik
h
 M
uj
i
b 
M
ed
i
ca
l
 U
n
iv
e
rs
i
ty
 
(B
S
MM
U
)に

提
案
し
て
お
り
承
諾

さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
患
者
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
も
定
着
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に

、
ほ

と
ん

ど
の

個
々

の
活

動
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

に
住

民
及

び
行

政
に

よ
っ

て
実

践
さ

れ
て

お

り
、
日
常
業
務
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
は
必
ず

し
も
容
易
で
は
な
く
、
ま
た
、
代
替
水
源
の
利
用
者
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
技
術
的
問
題
も
含
め
新
た
な

問
題
へ
の
対
処
等
も
課
題
で
あ
り
、
一
定
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
 

代
替
水
源
設
置
の
申
請
・
承
認

シ
ス

テ
ム

の
技

術
レ

ベ
ル

は

妥
当
か
？
 

申
請

・
承

認
状

況
、

今
後

の
見
通
し
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
・

村
人
か
ら
の
聞
き
取
り
 

代
替
水
源
設
置
の
申
請
・
承
認
シ
ス
テ
ム
は
、
時
間
が
か
か
り
、
か
つ
、
や
や
複
雑
な
の
で
、
改
善
の
余

地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
広
域
適
正
調
査
に
関
し
て
は
、
DP
HE

ラ
ボ
ラ
ト
リ
で
も
今
後
、
全
国
的
な
デ

ー
タ
収
集
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度

の
簡
素
化
が
期
待
で
き
る
。
 

代
替

水
源

の
設

置
に

係
る

技

術
レ
ベ
ル
は
妥
当
か
？
 

設
置

状
況

、
今

後
の

見
通

し
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
 

代
替
水
源
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
図
面
も
あ
り
、
SA
E
も
同
建
設
に
習
熟
し
て
い
る
の

で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
ウ
ポ
ジ
ラ
で
は
特
段
の
問
題
は
な
い
。
ジ
ョ
ソ
ー
ル
県
の
他
の
ウ
ポ
ジ
ラ

に
関
し
て
は
、
S
AE

及
び
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
技
術
的
側
面
に
つ

い
て
は
、
DP
HE

本
部
と
の
連
携
で
主
流
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

技
術
面
 

代
替
水
源
の
運
営
・
管
理
に
係

る
技
術
レ
ベ
ル
は
妥
当
か
？
 

運
営

・
管

理
状

況
、

今
後

の
見
通
し
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

砒
素

汚
染

対
策

プ
ロ

グ
ラ

ム
評
価
報
告
書
、
JI
CA

専

門
家
・
C
/P

か
ら
の
聞
き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員

会
・

村
人
か
ら
の
聞
き
取
り
 

代
替
水
源
の
運
営
・
管
理
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
組
合
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
地
域
の
職
人
へ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
AM
C
を
通
じ
た

DP
HE

か
ら
の
支
援
体
制
等
が
あ
り
、
現
状
で
は
特
段
の
問
題
は
認
め
ら
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
今
後
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
か
に
つ
い
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ

る
。
 

砒
素

対
策

委
員

会
は

自
主

的

な
活
動
を
継
続
す
る
か
？
 

活
動

状
況

、
制

約
要

因
、

今
後
の
見
通
し
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

J
IC
A
専
門
家
・
C
/P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

砒
素

対
策

委
員
会
か
ら
の
聞
き
取
り
 

A
MC

関
係
者
の
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、
自
主
的
な
活
動
が
継
続
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
が
、
人
の
異

動
や
資
金
・
人
員
等
の
不
足
に
よ
り
、
活
動
レ
ベ
ル
が
低
下
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
を
い
か
に
継
続
す
る
か
は

1
つ
の
課
題
と
考
え
ら
れ
る
が
、
Ho
ri
z
on
t
al
 
Le
a
rn
i
ng
 
Pr
o
gr
a
m
等

の
相
互
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
は

1
つ
の
有
効
な
方
法
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
 

利
用

者
組

合
の

自
主

的
活

動

は
継
続
す
る
か
？
 

活
動

状
況

、
制

約
要

因
、

今
後
の
見
通
し
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

J
IC
A
専
門
家
・
C
/P

か
ら

の
聞

き
取

り
、

利
用

者
組

合
か
ら
の
聞
き
取
り
 

代
替
水
源
に
特
段
の
問
題
が
な
け
れ
ば
、
自
主
的
な
活
動
が
継
続
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
も
っ
と
も
、

そ
の
活
動
に
関
し
て
、
必
要
な
助
言
・
支
援
を
行
う
適
切
に
行
う
体
制
を
定
着
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
か
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

そ
の
他
 

他
に

自
立

発
展

性
を

阻
害

/
貢

献
す
る
要
因
は
あ
る
か
？
 

阻
害
要
因
 

J
IC
A
専
門
家
・
C
/P

か
ら

の
聞
き
取
り
 

ユ
ニ
オ
ン

AM
C
や
利
用
者
組
合
、
村
人
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
り
、
ど
こ
が
主
体
的
に
そ
の

役
割
を
担
う
か
が

1
つ
の
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。
 

他
地
域
へ
の
普
及
に
関
し
て
は
、
Ho
ri
z
on
t
al
 
Le
a
rn
i
ng
 
Pr
o
gr
a
m
の
よ
う
な
相
互
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
 

代
替
水
源
設
置
、
砒
素
中
毒
患
者
支
援
、
利
用
者
組
合
支
援
等
の
個
々
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
機
関
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
す
る
か
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
中
央
レ
ベ
ル
で
の

L
GD

の
リ
ー
ド
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の

D
C、

UN
O
を
通
じ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
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